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消化器外科セミナーが開催されました。

第3回札幌VTRカンファレンスが
開催されました。

2月6日（金）19時より札幌グランドホテルにて消化器外科セミナーが開催さ

れました。特別講演といたしまして慶応義塾大学医学部一般・消化器外科教授北

川雄光先生に「食道癌集学的治療の現状と展望」と題してご講演頂きました。

食道癌治療の歴史から標準治療、そして今後の治療として化学放射線療法につ

いて大変興味深いお話しをしていただきました。さらに後半は貴重な手術動画も

供覧頂きまして大変勉強になりました。また、当日は多くの先生方に御参加いた

だき、懇親会も大変盛り上がっておりました。北川先生、御参加いただいた先生

方にこの場をお借りして感謝の気持ちを申し上げます。ありがとうございました。

2月13日（金）第3回札幌VTRカンファレンスがホテルオークラ札幌

にて開催されました。

特別講演として、埼玉医科大学国際医療センター 下部消化管外科 教授 

山口茂樹先生にお越しいただき、『腹腔鏡下大腸切除〜技術認定合格への

道〜』と題してご講演いただきました。綺麗な術中動画を観ながら技術

認定でのポイントを細かく説明していただきました。

続いて、VTRカンファレンスと題して、旭川厚生病院 舩越徹先生、網

走厚生病院 下國達志先生、母恋日鋼記念病院 高田譲二先生によるプレゼ

ンテーションに対し、間膜処理の方法について様々な角度からディスカッ

サーの先生方を中心にたくさんの意見交換が交わされました。普段考え

ていた疑問点が議論され、明日からの実臨床につながる有意義なカンファ

レンスとなりました。

多くの方がご参加され、盛況のうちに会を終了することができました。

2/6

2/13



消化器外科学分野Ⅰ  教室年報2015 79

第3回北海道小児外科フォーラムが
開催されました。

第2回北海道肝胆膵内視鏡外科セミナーが
開催されました。

2月27日（金）18時45分より京王プラザホテル札幌にて、第3回北海道小

児外科フォーラムが開催されました。

特別講演には、神奈川県立こども医療センター　外科医長　北河徳彦先生を

お招きし、「あきらめない小児がん手術」をテーマにご講演頂きました。肝芽

腫の肺転移に対し、部分切除を繰り返すことで局所コントロールを図り、良好

な成績が得られることを提示して頂きました。化学療法と遜色ない積極的な外

科治療の結果に、会場からは驚愕の声が上がっていました。

当日は小児外科だけでなく小児科の先生方にも多数ご参加頂き、その後の懇

親会も含め大変盛況なフォーラムとなりました。今後も小児外科、小児科の積

極的な交流を図ることができれば幸いです。

ご講演頂いた諸先生、ご参加頂いた皆様にこの場を借りて心より御礼申し上

げます。

2月14日（土）センチュリーロイヤルホテルにて第2回肝胆膵内視鏡外科

セミナーが開催されました。特別講演といたしまして、「腹腔鏡下肝切除術

　必勝マニュアル」と題し、がん・感染症センター　都立駒込病院  本田五

郎先生にご講演いただきました。

前半は体位、ポート位置、プリングル方法、deviceなど腹腔鏡下肝切除の

基本的なお話から、気腹圧・CVP・気道内圧の三要素から出血コントロール

の論理まで非常に勉強になりました。後半は貴重な手術動画を供覧いただき、

安全かつ華麗な手術を拝見いたしまして、大変興味深いご講演となりました。

懇親会も大変盛り上がり、有意義な時間を過ごさせていただきました。

当日は悪天候の中、飛行機の状況も心配されましたが、無事お越しいただ

きまして誠にありがとうございました。また、多くの先生方にもご参加いた

だきまして感謝いたします。

本田先生、ご参加されました多くの先生にこの場をお借りして御礼申し上

げます。ありがとうございました。

2/27

2/14



80

第9回医局対抗バスケットボール大会準優勝

第27回代用臓器再生医学研究会

3月7日（土）に東区体育館で第9回医局対抗バスケットボール大会が行われ

ました。

当初より毎回参加している第一外科ですが、昨年は3位でした。

今回は予定が合わず人数が少なめでしたが、西部先生、中川先生、旭先生お

忙しい中御参加いただき誠にありがとうございました。

予選リーグは消化器外科Ⅱ（他科合同チーム）、麻酔科でしたが、2勝し、順

調に決勝トーナメントに進出となりました。この間に残念なことですが、重症

な怪我人が出てしまい非常にバスケットボールは危ないスポーツであると再認

識致しました。

準決勝は形成外科が相手でした。昨年と同様の対戦カードであり、リベンジ

に燃えておりました。最後の最後に再び怪我人が出てしまい、人数が足りない

ところで神山先生にも出場していただき、リードを守り勝利を掴み取りました。

決勝の相手は整形外科の予定でしたが、当科の人数が怪我人続出で不足の状

態となり、残念ながら決勝は棄権せざるを得ず、今年の結果は準優勝でした。

ここ数年は徐々に成績があがり、来年は優勝を狙いたいと思います。そのた

めにも入局者をますます増やす必要があると思いました。

今回応援に来てくださった看護師さん、関係者の方々ありがとうございまし

た。来年度も応援にぜひ来ていただければ幸いです。

2月28日（土）に、第27回代用臓器再生医学研究会が当科武冨紹信教

授会長のもと開催されました。

今回の学会は当科主催によるもので円滑にすすめることができました。

一般演題として当科臓器保存グループ　深井原先生に、「ヒト肝細胞リ

ソース樹立のための組織片処理法と培養条件の検討」についてお話して

いただきました。

また、特別講演として東京都長寿医療センター研究所　研究副部長　

大澤郁朗先生に、「水素分子による生体機能制御」を講演していただきました。

水素のメカニズムはまだはっきりしていないですが、生体に良好な効果が認められている報告はいくつもされており、

最近の知見・水素水等、大変興味深い内容でした。

基礎医学と臨床医学、そして医工学という近そうで遠い分野による、知識の交流ができ、活発な議論が行われ盛況に会

を終えることができました。

多数の参加された皆様方、また遠路より来てくださった大澤先生、誠にありがとうございました。
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2014年度第3回内視鏡トレーニングが開催されました。

平成26年度3月修了　学位審査「公開発表会」

今回宿泊先の品川でVTRカンファレンスとして後期研修医の2人のビデオ発表と神奈川県川崎市にあるアドバンストト

レーニングセンターにて、今年度3回目となる内視鏡トレーニングが行われました。今回は後期研修医10名の参加となり

ました。私はVTRカンファレンスで発表の機会を与えていただきましたが、自分の手術ビデオを丹念に見返し、上級医に

評価していただく機会は少ないため、非常に勉強になりました。ラボでは、麻酔を施した豚を対象とし、腹腔鏡下におけ

る縫合結紮、幽門側胃切除術、高位前方切除術をタスクとして約6時間のトレーニングを行いました。

また、今回は法政大学理工学部機械工学科 石井千春教授に御協力いただき、鏡視下の結紮縫合の鉗子操作時の熟練医と

初心者の違いとして、結紮縫合時の力み等に関して測定していただきました。この研究で自分の鉗子操作に関して定量的

なフィードバックがあると、今後のトレーニングの指標になるため、非常に画期的なシステムだと思いました。

私達のチームは後期研修医4人の構成で、前回のトレーニングの反省を生かしながら執刀し、何とか時間内にタスクを行

うことができました。腹腔内での縫合結紮は前回と比較して明らかにスムーズになっており、ドライラボでのトレーニン

グの成果が出ていることが実感できました。ただ、自分達の判断で視野を作り、手術を進めていくという実際の手術手技

はまだまだ不慣れで、今後の課題だと思いました。

今回、ウェットラボでしかできない貴重な経験させていただき、ご指導頂いた上級医の先生方及び法政大学 石井教授を

はじめ、このような機会を頂きました皆様にこの場をお借りして厚く御礼申し上げます。

平成26年度3月学位取得者が決定し、学位審査「最終審査」に係る公開発表会が行われました。

当分野からは、

馬場基先生（平成15年入局・学位論文タイトル「細胞質のNF-κB/p65強発現はトリプルネガティブ乳癌において予後

良好な因子である」）

大野陽介先生（平成20年入局・学位論文タイトル「Studies on functional regulation of human dendritic cells by 

IL-6/STAT3 signaling pathway and the effects of anti-tumor immunity in a tumor microenvironment」)が発表

されました。

馬場先生、大野先生、おめでとうございます。

これからの益々の研鑽を期待したいと思います。
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2014年度第3回鏡視下縫合結紮競技会が
開催されました。

消化器外科Ⅰ送別会を行いました。

3月26日（木）消化器外科Ⅰ・医局内カンファレンスルームにおいて、今年

度第3回鏡視下縫合結紮競技会が開催されました。

今回は、春休み中ということもあり、学生さんの参加が無かった為、後期研

修医8名のみの参加となりました。

皆さん、普段のトレーニングの効果を発揮され、ほとんどの先生方が前回の

タイムよりも短時間でタスクを終了させていました。

優勝者は、1分45秒の坂本先生でした。これからも、普段のトレーニングを

欠かさずに技術を磨いていって下さい。

今年も送別の時期となり、3月18日（水）、毎年恒例の送別会を開催しました。1年間ともに過ごした仲間とお別れとい

うことで、すこし寂しい気分もあったのですが、結局飲んだらやっぱり普通に楽しくなってました。

特に後輩たちに対しては、今後も努力を怠らず、新天地でますます成長していって欲しいと強く願います。今後の自分

の行く末を決めるのは、結局は自分次第です。本当に優秀で立派な人は、どこに行っても成長できるはずです（と、自分

の過去を反省しながら、後輩たちにエールを送りました）。

近い将来、成長した後輩たちに会える日が楽しみです。自分も精進を怠らず成長していこう、と強く思う1日でした。

3/26
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年度始めの会

帯広協会病院院長に阿部厚憲先生が御就任されました。

4月1日（水）、医局カンファレンスルームで平成27年度年度始めの会を行いました。

本年度は、人事により新たに大学病院勤務となった崎浜先生、下國先生、財津先生、宮城先生、島田先生の5名をはじめ、

新入局員10名、大学院生5名の先生方を迎え、総勢60名での消化器外科Ⅰのスタートとなりました。新加入の先生方の挨

拶では、皆、それぞれの新たな決意と目標を話され、カンファレンスルーム全体のモチベーションが高く、いつも以上に

活気にあふれていました。最後に武冨教授より挨拶があり、その一節にあった”Change before you have to”（変革せよ。

変革を迫られる前に。）というジャック・ウェルチの言葉は身が引き締まる思いでした。その言葉を胸に、気持ちを新たに

して診療・研究・教育に携わっていきます。

昭和59年杏林大学卒業後、北大第1外科に入局させていただきました阿部厚憲です。以来、市

立札幌病院を皮切りに31年間関連病院で研修、勤務させていただきました。この度、及能健一前

病院長並びに第1外科武冨紹信教授よりご推挙いただき、北海道社会事業協会吉田秀明理事長の

命を受け帯広協会病院長を拝命いたしました。当初、到底私に勤まるとは思えませんでしたので

辞退申し上げておりましたが、浅学非才を顧みずお引き受けしてしまいました。若い医師、職員

から応援され、今年4月1日より何とか走り出すことができました。ここまで来られたのも、偏にこんな私にご指導いただ

きました第1外科諸先生のお陰と、心より深く感謝しております。ありがとうございました。

帯広協会病院は北大第1外科の重要な関連施設の一つと自覚しております。十勝帯広の皆様に満足いただける医療を提供

すること、若い医療者を一人前に育て上げること、全職員が安心して働ける職場環境を構築することを至上の使命と考え

ております。当院は昭和12年に設立されて以来、78年間帯広・十勝の基幹病院として、また、北海道社会事業協会の旗艦

病院としてその役割を果たして参りました。しかしながら伝統ある組織故のひずみを多く抱えており、習慣として行われ

ていた医療行為がまかり通っているのも現状であります。かくいう私もかなり古い部類の医師になってしまいました。全

職員とともに切磋琢磨して、もう少し進化した病院を創って行こうと決意しているところです。皆様の期待に沿えるよう

職務を全うしたいと考えております。皆様から暖かいご理解、ご協力をいただき、第1外科のご支援を賜りますようお願い

申し上げます。

4/1
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第115回日本外科学会定期学術集会Traveler's Grant取得
Young Investigator's Award受賞

4月16日（木）から18日（土）にかけて開催された第115回日本外科学会（於名古屋）で、消化器移植グループの財

津雅昭先生（平成15年入局　演題名：Anti-CD28 antagonism using FR104, a monovalent Fab antibody for the 

prolongation of human skin allograft survival）がInternational Sessionでの発表で「Traveler's Grant」を、ま

た、大学院生の湊雅嗣先生（平成21年入局　演題名：OCIAD2 の高メチル化は肝芽腫の予後不良因子である）が「Young 

Investigator's Award」を見事受賞されました。お二方の今後の益々の研鑽を期待致します。

4/16
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第115回日本外科学会定期学術集会
研修医優秀演題賞受賞！

4月16日（木）から18日（土）にかけて開催された第115回日本外科学会（於名古屋）にて、

教室からは34題が発表されました。

後期研修医は10人全員が演題発表を行いました。

うち石川倫啓先生（演題名：MRシネによる腸管機能不全の診断的活用）、千田圭悟先生（演

題名：下大静脈閉塞を伴った多包性肝エキノコッカス症の1例）が「研修医・医学生ポスター

セッション」で見事「優秀演題賞」として表彰されました。おめでとうございます。

後期研修医の皆様方の今後の益々の研鑽を期待致します。

4/16
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消化器外科Ⅰ歓迎会を開催致しました。

平成27年度同門親睦会が開催されました。

去る4月22日（土）に、再び大学病棟勤務で戻られた先生、研究で大学に戻られた先生、

消化器外科Iに入局したフレッシュな先生、消化器外科I病棟で勤務することとなった看

護師さんたちを対象とした歓迎会を開催致しました。新たな仲間が加わり、よーしま

た今年1年頑張ろう、という気持ちになりました。後輩たちを見ていると、若い頃の自

分を思い出さずにはいられません。自分が当時こうしておけばよかったという後悔を

後輩たちにはさせたくないので、厳しくも実りのある研修を積めるように、常に気を

配ってやっていきたいと思います。

また4月いっぱいをもって、乳腺外科の山本貢先生が異動されることとなりました。

約5年の長い大学勤務でしたが、新天地でもますますご活躍されることをご期待申し上

げております。

4月17日（金）、第115回日本外科学会定期学術集会＠名古屋に合わせ、名古屋錦

町 鳥銀風月にて消化器外科Ⅰの同門親睦会が開催されました。同門会副会長である

静和記念病院 院長 草野満夫先生をはじめ、総勢53名の諸先生方が参加され、大変盛

大な会となりました。皆、それぞれの近況をご自分の勤めている施設も含め報告しあ

いながら、それぞれが良い刺激を受けているようでした。僕も含め若手の先生方は、

普段なかなかお話する機会のない先輩の先生方のお話をじっくりと聞ける絶好の機会

となり、大変有意義な会となりました。来年以降ももっと多くの先生方がこの会に出

席され、さらに大きな消化器外科Ⅰ　同門親睦会を開催していきたいと感じました。

4/22

4/17
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渓和会江別病院長に大森一吉先生が御就任されました。

大阪大学・微生物病研究所・分子ウイルス分野
に研究見学に行ってまいりました。

平成27年4月1日より、渓和会江別病院長に大森一吉先生（昭和59年卒 北大60期）

が御就任されました。

この度、大森先生から御挨拶を頂戴致しました。

今後とも御指導御鞭撻の程、何卒宜しくお願い申し上げます。

この度、渓和会江別病院3代目院長に就任しました北大60期卒の大森です。当院は、

開院以来、公正・向上・信頼・安心をモットーに、皆様の暖かい御支援・お力添えもあ

り、本年11月で開院28年を迎える江別市の急性期医療を担う中核病院の一つです。医

療を取り巻く情勢は、さらなる消費税導入・マイナンバー制度導入・度重なる診療報酬

改定など今後も厳しい状況が予想されますが、これからも地域医療に貢献し、様々な逆

風にも力強く生き残っていく病院であり続けられるよう、組織の宝はそこで働く”人”

であることを念頭に、浅学非才でありますが、より一層の努力を惜しまぬ所存です。今

後とも第一外科医局ならびに同門の諸先生方々のご指導ご鞭撻を賜りますよう何卒宜し

くお願い申し上げます。

報告が遅くなりまして申し訳ありません。

3月31日（火）～ 4月11日（土） 大阪大学･微生物病研究所･分子ウイル

ス分野･松浦善治教授のラボに行って参りました。松浦教授のラボでは先駆

けてCRISPR/Cas9 systemによるゲノム編集技術を導入・確立しており、

今回はそれを習得するために小生と小林とで見学して参りました。大変あり

がたいことに、短期間の間に多くの手技を体験できるようにスケジュール調

整や事前の準備をして頂いた上に、これまでに苦労して積み上げてきた方法

やちょっとした（しかし、とても重要な）コツなどを惜しげもなく教えて頂

きました。また、最先端を行く活気のあるラボの雰囲気と皆の意気込みを

肌で感じることができ、貴重な経験となりました。今後当科でもCRISPR/

Cas9 systemを自在に操れるように手技を確立し研究に活かして参りたい

と思います。

最後に改めて、快く見学を承諾して頂きました松浦教授を始め、直接丁寧

に御指導頂きました福原先生に感謝いたします。また、このような機会と費

用を工面して下さいました武冨教授を始め当教室員の方々にお礼申し上げま

す。

5/1
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学会報告（ATC ： American Transplant 
Congress 2015）

2015年5月2〜 6日、PhiladelphiaでATC 2015が開催されました。当科か

らは深作慶友、江本慎先生、小野仁先生の3名の演題が採択され、以下の発表を

させていただきました。

深作：�The Higher MFI of De Novo Donor-Specific Anti-HLA Antibodies Is 

Correlated With Graft Fibrosis Progression in Living Donor Liver 

Transplantation

江本：�In Vivo Expansion of Donor-Specific Regulatory T Cells by a New 

Triazolopyrimidine Derivative and Donor-Specific Transfusion

小野：�Proteasome Inhibition by Bortezomib Prevents Early Graft Failure 

After Pancreatic Islet Transplantation

また、深作、江本先生はYoung Investigator Awardを受賞いたしました。

学会内容ですが、DSAに関しては、腎移植においてC1q binding DSAが

CAMR（Chronic antibody mediated rejection）に関与するといった報告や

Eculizumabによる治療に関する報告が見られ、また、肝移植においてHigh MFI

がBiliary complicationに関与するといった報告が見られました。全体として、

肝移植におけるDSAは病理組織像や治療効果などまだ検討すべき事項が多くある

印象でした。

個人的には、初めての国際学会発表で大変緊張し、英語力の乏しさを痛感しま

したが、海外での今の研究内容を知る良い機会となり、大変勉強になりました。

来年以降も発表ができるよう研鑽をつんで参ります。

5/2

教室・関連施設から6名が
日本内視鏡外科学会技術認定医に合格しました。

2014年度の第11回日本内視鏡外科学会技術認定医合格者が発表されました。

教室・関連施設から、年間合格者数としては過去最多の6名の先生が合格致しました。

合格率約30％の難関突破、本当におめでとうございます。

次世代の技術認定医育成を含め、今後の益々のご活躍を期待致します。

第11回日本内視鏡外科学会技術認定（消化器・一般外科領域）合格者（敬称略）

小林　清二（胃）　昭和61卒　釧路労災病院

高田　譲二（大腸）昭和63卒　日鋼記念病院

植村　一仁（胃）　平成 5 卒　独立行政法人国立病院機構 北海道医療センター

舩越　　徹（大腸）平成14卒　JA北海道厚生連 旭川厚生病院　

野口　慶太（大腸）平成15卒　国立がん研究センター東病院（現JA北海道厚生連 札幌厚生病院）

吉田　　雅（大腸）平成15卒　北海道大学病院 消化器外科I　　

5/8
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第2回北海道ヘルニア倶楽部が
開催されました。

5月9日（土）、札幌グランドホテルにて、第2回北海道ヘ

ルニア倶楽部が開催されました。特別講演に別府医療セン

ターより川中博文先生をお招きし、「腹部ヘルニアに対する

腹腔鏡下修復術（TEPPと腹壁瘢痕ヘルニア）」についてご

講演いただきました。続いて、KKR札幌医療センター外科部

長の今裕史先生の司会で当教室同門の先生方である、花本尊

之先生（苫小牧市立病院）、舩越徹先生（旭川厚生病院）、葛

西弘規先生（市立札幌病院）に手術ビデオを供覧いただき、

ビデオクリニックが行われました。40名近くの多くの参加

者にご来場いただき、腹部ヘルニアに対する腹腔鏡下修復術

を中心に活発なディスカッションが行われました。終了後に

は懇親会と前回同様にハンズオンセミナーが開催され大盛況

の中で終了いたしました。

関係者の方々、参加いただいた先生方、大変ありがとうご

ざいました。

5/9
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第2回北海道手術手技研究会が
開催されました。

消化器外科Ⅰ縫合結紮講習会を開催しました。

5月23日（土）、札幌プリンスホテル国際館パミールにて第

2回北海道手術手技研究会が開催されました。

一般講演では神山准教授の司会のもと、高橋周作先生（JA

北海道厚生連 札幌厚生病院）、川村秀樹先生（当科消化管グルー

プ）、栁田尚之先生（JA北海道厚生連 旭川厚生病院） のお三方

に、腹腔鏡下胃切除術における各施設での手術手技・工夫に関

する御発表をいただきました。

続いて武冨教授の司会のもと、特別講演として鹿児島大学大

学院医歯学総合研究科消化器・乳腺甲状腺外科教授 夏越祥次

先生をお招きし、「食道胃接合部癌～何か変わってくる？～」

を御講演頂きました。各種モダリティーを駆使した術前診断

の取り組み、センチネルノードナビゲーション手術・CLEAN-

NET・術前化学放射線療法の取り組みなど、食道胃接合部癌に

関して治療の個別化を見据えた多岐に渡る貴重なお話を拝聴す

ることが出来ました。

懇親会では水戸廸郎先生（北大31期　元旭川医大第二外科

教授）から乾杯の御挨拶を頂戴するなど、教室・関連施設から

多数の先生の御参加をいただき、盛会のうちに終了致しました。

御講演いただいた諸先生方、御参加くださった皆様方に感謝

申し上げます。

5月20日（水）、医学部生を対象とした消化器外科Ⅰ縫合結紮講習会を開催し

ました。

講習は「糸結び（男/女結び、外科結紮）」「鑷子・持針器での縫合結紮」によ

る2部構成で、当科医局員が学生の傍らにつき実技指導をする形式で行いました。

当日は医学部3年生〜 6年生、計19名の方々に御参加いただきました。参加

された学生の皆様は大変熱心に取り組んでおりました。指導する側としても非

常に教え甲斐があり、あっという間に過ぎた2時間でした。その後の親睦会に

も講習会に参加できなかった学生の方々が御参加くださるなど、外科に関心を

持たれている学生の皆様の熱気を感じた一夜となりました。

御参加いただいた学生の皆様方、ありがとうございました。

今後も実りのある講習会を企画していきますので、是非とも御参加ください。

5/23

5/20
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平成27年度同門会総会並びに新入会員歓迎会が開催されました。

第52回日本小児外科学会総会が開催されました。

6月6日（土）北海道大学第一外科同門会「楡刀会」総会、ならび新入会員歓迎会をニューオータニイン札幌にて開催い

たしました。本年度は昨年度以上の129名が出席され、新たに13名の新入会員を迎えました。新入会員の先生方の挨拶では、

皆、緊張した面持ちで意気込みなどを語っていました。また、各テーブルでは、先輩である諸先生方に激励の言葉をかけ

ていただいていました。

さらに、今総会では、現会長である川村明夫先生の御退任と、次期会長に中島保明先生の御就任も発表され、盛会のう

ちに終了いたしました。

ご出席いただきました諸先生方に感謝申し上げるとともに、今後とも、忘年会・新入会員歓迎会と楡刀会行事へのご参

加をよろしくお願い申しあげます。

5月28日（木）～30日（土）、神戸国際会議場（兵庫）にて第52回日本小児外科学

会総会が開催されました。本多先生、湊先生、近藤先生、奥村先生、河北先生、ほか

同門の先生方で計11名からの発表がありました。学生さん2名も一緒に参加して頂き

ました。28日には武冨教授はじめ同門の先生方と懇親会が開かれ大いに盛り上がりま

した。

以下、参加しました医学部6年　佐戸川弥紀さんの感想です。

小児グループ　宮城久之

第52回日本小児外科学会学術集会に参加して

医学部6年　佐戸川弥紀

今回、神戸国際会議場にて5月28日から30日まで開催された第52回日本小児外科

学会学術集会に参加させて頂きました。地方会には既に2回も参加させて頂いていまし

たが、全国学会に参加したのは初めてでした。

専門性が高く勉強不足で理解できない点も多くありましたが、議論が活発に行われ

ており、より知識を深めて理解できるようになりたい、議論の輪に入れるよう努力し

ていきたいと意欲が掻き立てられました。特に一日目の漢方に関する要望演題では越

婢加朮湯のリンパ管腫に対する効能を初めて知り、非常に興味深く感じました。もち

ろんその他の演題も勉強になることばかりで、充実した時間を過ごすことができました。

私の到着時には既に第一外科のお世話になっている先生方の発表は終わってしまっ

ており、拝聴できなかったことが心残りでしたが、全国学会の空気に触れる貴重な機

会を与えて下さり、本当にありがとうございました。

6/6
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ウェットラボ講習会が開催されました。

当科が平成26年度北海道大学病院
インセンティブ経費を授与されました。

6月13日（土）、ほくたけトレーニングセンター Village PlusにてWet-

Labo講習会が開催されました。

当日は道内各地の当科関連病院所属の初期研修医27名、医学部生2名、当科

後期研修医、関連病院上級医からなる総勢50名の先生方に御参加いただきま

した。

講習は『豚皮膚・腸管を用いた縫合吻合練習』『鏡視下縫合結紮練習』の2

部構成で、初期研修医の先生方・学生を中心とし、後期研修医・上級医が傍ら

につき実技指導をする形式で行われました。

豚器官を用いた縫合吻合操作は普段機会が少ないこともあり、初期研修医の

先生方は大変熱心に取り組んでおりました。今回、大半の後期研修医の先生方

には指導側となっていただきましたが、御自身の手技を後輩に伝えることに頑

張っておられました。

鏡視下縫合結紮は各施設で行われていることもあり、開始当初から高い技術

を披露する先生もいらっしゃいました。初めて鏡視下操作を行う方も、講習終

了時には確実な縫合結紮を行えておりました。講習会終了後にいただいたアン

ケートの通り、『4時間では物足りない』熱気に満ちあふれた会となりました。

今回御参加いただいた研修医の先生方、お忙しい中会場でご指導いただいた

上級医の先生方、週末業務多忙のなか若手先生の講習会参加の御配慮をいただ

いた関連病院の諸先生方に深く感謝申し上げます。また、予想を上回る事前参

加登録のため、参加をお断りした先生にはお詫びを申し上げます。（追加開催

も含めて）今後も更に魅力ある若手講習会を企画していきたいと存じます。何

卒宜しくお願い申し上げます。

当科が「診療報酬請求実績額の請求額達成」（第三位）、「限界

利益改善額の増加達成」で北海道大学病院の経営改善に貢献した

との御評価をいただき、平成26年度北海道大学病院インセンティ

ブ経費を授与されました。

普段の臨床業務に関し御評価をいただけたことを大変嬉しく存

じます。今後も更なる御評価をいただけるよう取り組んでいく所

存です。

6/13
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平成27年度医局旅行（キロロリゾート：ホテルピアノ）

平成27年度6月修了学位審査「公開発表会」

6月20（土）、21日（日）に平成27年度医局旅行が開催されました。

医師、看護師、秘書を含め、30名以上が参加しました。

ホテルに着いた後は宴会までパークゴルフ、セグウェイ、バギーや

温泉で一休み等、各々リフレッシュしました。宴会では今年は新たに

ビンゴを開催し、初ビンゴは教授が当たるという「もってるなー」と

いう一場面もあり、2次会でもスタッフの先生の普段とは違う一面が

あり、盛況でした。宴会を通じて医師、看護師、秘書との親交も深め

られ、今後とも毎年このような機会が必要と感じました。

参加いただいた皆様、今回時折至らない点もあったと思いますが、

色々ご協力いただきありがとうございました。

平成27年度6月学位取得者が決定し、学位審査「最終審査」に係る公開発表会が行われました。

司会進行は当分野特任助教　後藤了一先生がご担当され、木村鐘康先生（平成15年入局・学位論文タイトル「肝移植

後早期においてNK細胞によるアロ認識が好中球浸潤の増幅をもたらし肝虚血再灌流障害を増悪させる（Allorecognition 

by NK cells contribute to augmented hepatic ischemia/reperfusion injury with higher host neutrophil 

infiltration during early phase after liver transplantation）」）

財津雅昭先生（平成15年入局・学位論文タイトル「Studies of efficacies of 3-［（dodecylthiocarbonyl） methyl］ 

glutarimide on graft arterial disease in mice.（マウス移植後動脈硬化症モデルにおける3-［（dodecylthiocarbonyl） 

methyl］ glutarimideの効果およびその機序の検討）」）が発表されました。

木村先生、財津先生、おめでとうございます。

これからの益々の研鑽を期待したいと思います。

6/20
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第83回大腸癌研究会

第11回モーニングセミナーが開催されました。

平成27年7月3日、萃香園ホテル（福岡県久留米市）にて第83回大腸癌研究会が開
催されました。今回は、大腸鋸歯状病変の癌化、切除可能な遠隔転移を有する大腸癌
における外科治療の位置づけ、というメインテーマでした。大学からは、腹腔鏡下肝・
大腸同時切除の安全性について吉田が発表致しました。夜は、前教授の藤堂省先生ご
夫妻をはじめ、同門の先生方との懇親会が開かれて大いに盛り上がりました。
以下、研究会に参加しました医学部6年小野寺慧洲君から頂戴した参加報告です。

大腸癌研究会に行って
小野寺慧洲

この度、7月3日に久留米で行われた大腸癌研究会に、同行させて頂いた。学会に参加するのも初めてであり、九州の地に
足を踏み入れるのも初めてであった。
2日の便で福岡空港に降り立ったが、思いのほか暑くない。吉田先生と荷物を待ちながら周りを見回しても、自分ほど軽装

のものは少ないようであった。そのままバスで久留米に向かい、夜は本間先生と合流し前教授の藤堂先生とお食事した。楽し
くたいへん有意義な時間を過ごすことができた。
3日の大腸癌研究会のテーマは2つあり、主題Iは「大腸鋸歯状病変の癌化」、主題IIは「切除可能な遠隔転移を有する大腸

癌における外科治療の位置づけ」であった。正直、難しい内容が多く、特に主題Iの口演は理解できないものが多かった。基
礎研究に基づいた話もされていたが、そういった勉強もこれから必要になると感じた。主題IIの口演やポスターセッションでは、
それぞれの施設での術前術後補助化学療法や転移症例の同時切除施行例、等を比較検討されており、たいへん興味深く面白
かった。似た内容のことが多くの施設で行われているのは、いまだに答えが出ていないということでもあるが、同時に同じ疾
患であっても多様性、複雑性を擁しており、その治療もそれだけに対応していかなければならないということでもあろうかと思
う。ガイドラインやプロトコールはあり、それに準拠した治療を行うことは大事であるが、目の前の患者がそれで必ず治る保
証はされていないということも言えよう。臨床の面白さと難しさを垣間見ることができたように思う。
4日は定刻より早く新千歳に着いた飛行機に乗りながら、庭園のきれいなホテルや屋台などを思い出し、もう少し九州の地

を知りたいとも感じた。
梅雨時だと聞いていましたが、3日間通して雨に降られることもなく、いろいろと見聞を広めることができ、たいへんよい経

験となりました。このような機会を与えてくださいましたI外の皆様に心より感謝申し上げます。

6月23日（火）、第11回モーニングセミナーを開催致しました。

講師には、北海道大学大学院医学研究科 生理学講座 細胞生理学分野・教授 大場雄介先生をお招きしました。「細胞内シ

グナル伝達の光による可視化と操作」という題目で、緑色蛍光タンパク質（green fluorescent protein；GFP）やフェ

ルスター共鳴エネルギー移動（Förster/ fluorescence resonance energy transfer；FRET））などを用いた技術をご

講演いただきました。生きた細胞内でのシグナル伝達をリアルタイムで観察できるなど、非常にインパクトのある映像の

数々で大変感銘を受けました。ご講演いただいた技術を、今後、当科の研究にも生かせたらなと思いました。

7/3

6/23
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アニマルラボが開催されました。

6年生選択実習慰労会を開催いたしました。

平成27年度医局対抗野球

7月10日（金）〜11日（土）、福島県須賀川市のトレーニングセンターにて、

豚を使った腹腔鏡手術トレーニングに参加してまいりました。

講師に北海道医療センター・植村一仁先生、北海道がんセンター・前田好章

先生をお招きし、当科・川村秀樹先生の監督のもと、上級医1名・後期研修医

5名の受講生6名でトレーニングを行いました。1テーブルにつき2人ずつの割

り当てとなり、それぞれのチームで課題となるタスクに取り組みました。「縫

合結紮」、「腸管切離・吻合」、「幽門側胃切除」、「直腸切除」と、設定されたタスクは実際の手術を想定した非常に多岐に

わたるものでしたが、どのチームも協力しながら達成することができました。朝10時から昼食をはさんで夕方5時まで、

約6時間の濃密なトレーニングを行うことができました。

天候にも恵まれ充実した研修になりました。講師の先生方、諸関係の皆様に厚く御礼申し上げます。

今回、学んだ事を日々の診療に生かせるよう励んでまいりたいと思います。

7月6日（月）、当科で選択実習I（4月6日〜 5月22日）、選択実習II（5月

25日〜 7月3日）をまわられた医学部6年生の方々6名を囲み「選択実習慰労

会」を開催致しました。

大学病院当科・道内の当科関連病院・Cleveland Clinic等、多岐にわたる

施設での実習をこなし、小児外科学会・大腸癌研究会等の全国学会へ参加す

るなど、6週間の実習期間で臨床に関連する多くの経験をしていただきました（ホームページトピックス別項で、学生の方々

から今回の実習の御報告をしていただきます）。

慰労会では、実習先でのエピソードや将来への自分の想いなど、学生の方々から多くの話を聞く事ができ、大いに盛り

上がりました。

6名の皆様方、本当にお疲れさまでした。

今回の実習での経験が、皆様方の糧となりますことを願っております。

先日行われた医局対抗野球大会の結果をご報告致します。

1回戦は7月5日に星置公園で行われました。対戦相手は婦人科・脳外科・

耳鼻科の合同チームでした。後期研修医を中心としたチーム構成で、初期研

修医や病棟の看護師さんも参加してくれました。ピッチャーの大渕君が力投

してくれましたが、実力差が否めず、10−3で敗退しました。去年の2回戦

も婦人科相手に敗退しましたが、今年もリベンジを果たすことができません

でした。応援に来てくださった病棟看護師や女性医師には大きな声援をいた

だき、大変感謝しております。来年までには成長して、リベンジを果たした

いと思いますので、応援よろしくお願いします。

7/10

7/6

7/5
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第2回Hokkaido Hepatology 
Seminarが開催されました。

第70回日本消化器外科学会総会中に消化器外科Ⅰ懇親会が開催されました。

7月25日（土）、札幌グランドホテルにて第2回Hokkaido  Hepatology 

Seminarが開催されました。

特別講演として東京慈恵会医科大学消化器外科学教授 矢永勝彦先生、

国立国際医療センター肝炎免疫センター長 溝上雅史先生をお招きし、そ

れぞれ『高齢者に対する肝胆膵外科手術の適応』『C型慢性肝炎・代償性

肝硬変に対する新規治療法について』と題してご講演をいただきました。

フロアが満席になるほどの大盛況で、多くの先生方に御来場いただき

ました。内科医と外科医の別々の視点から意見が飛び交い、大変貴重な

ディスカッションとなりました。

終了後には懇親会も開催され、若手・ベテラン医師の枠を超えて意見

交換を行うことができました。

関係者の方々、参加いただいた先生方、大変ありがとうございました。

7月16日（木）、第70回日本消化器外科学会総会（浜松市）の開催に合わせ、すずかけセントラル病院　鈴木友己先生（昭

和63年卒 聖マリアンナ医大）と今井敦先生（平成9年卒 北大73期）のお計らいで消化器外科Ⅰ懇親会が開催されました。

当日は武冨教授・神山准教授をはじめとし、教室・関連病院から計23名の先生方に御参加いただきました。

鈴木・今井両先生御推薦のお店で、浜松名物の鰻をはじめ美味なる料理・お酒をいただきながら、非常に楽しく有意義

な時間を過ごすことができました。

台風で雨脚の強い中にも関わらず御参加いただいた先

生方に感謝申し上げます。

最後に、会開催のお心遣いをいただいた鈴木先生・今

井先生に深く御礼を申し上げます。ありがとうございま

した。

7/25

7/16
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第3回北海道消化器癌カンファレンスが
開催されました。

本多昌平先生が平成26年度医学研究科優秀教員賞を
受賞されました。

8月7日（金）、札幌グランドホテルにて第3回北海道消化器癌カンファレ

ンスが開催されました。

はじめに高橋典彦先生（北海道大学病院手術部 准教授）の司会で、基調

講演として札幌医科大学医学部 消化器・総合、乳腺・内分泌外科学講座 

助教 沖田憲司先生をお招きし、「がん化学療法における制吐療法の進歩」

と題して、化学療法の制吐薬に関するこれまでのエビデンス、制吐薬適正

使用ガイドライン作成への取り組み等に関し御講演をいただきました。

続いて武冨教授の司会のもと、特別講演として九州大学大学院医学研究

科 消化器・総合外科 教授 前原喜彦先生をお招きし、「これまで獲得した、

ある程度大きな科研費とその成果」を御講演いただきました。九州大学第

二外科の臨床および研究体制、科研費取得の意義、これまで獲得された数

多くの科研費とそれらから生み出された多数の臨床/基礎研究の成果、消化

器外科学会評議員の現況とその取得意義など、私達北海道の外科医に多岐

にわたる貴重な提言をしていただきました。

懇親会では草野満夫先生（静和記念病院 院長）から乾杯の御挨拶を頂戴

しました。教室・関連施設から多数の先生の御参加をいただき、盛会のう

ちに終了致しました。

御講演いただいた御二人の先生方、御参加くださった先生方に感謝申し

上げます。

平成26年度北海道大学医学研究科優秀教員賞を本多昌平先生が受賞されました。

医学科4年生対象の臨床講義を行った全教員の中から、優秀教員5名のうちの一人とし

て選考されました。

当科からは岡田 忠雄先生（現北海道教育大学 教育学部札幌校 養護教育専攻 教授）に

続いての受賞でした。

日頃からの学生に対する懇切丁寧な指導が評価されました。おめでとうございます。

8/7

7/29
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第4回札幌VTRカンファレンスが開催されました。

医局BBQを開催いたしました。

8月28日（金）、第4回札幌VTRカンファレンスがホテルオークラ札幌

にて開催されました。

今回は特別講演として、順天堂大学大学院医学研究科 消化器・低侵襲

外科学 教授 福永哲先生にお越しいただき、『進行胃がんに対する腹腔鏡

下胃切除術―Outside-inからARTまで―』と題し御講演をいただきまし

た。美しい手術ビデオを御提示いただきながら、腹腔鏡下胃切除における

切除・郭清・再建の各ポイントを、余すところなくわかりやすく御教示し

ていただき、多くの学びを得ることができました。

続いてVTRカンファレンスとして谷安弘先生（千歳市民病院）、永生高

広先生（帯広協会病院）、廣方玄太郎先生（砂川市立病院）の先生方に腹

腔鏡下胃切除のビデオをご供覧いただきました。＃6.リンパ節郭清、＃8a.

リンパ節郭清等に関する各々の先生方の手技をもとに福永先生から多くの

アドバイスをいただき、沢山の意見交換が交わされました。最後は時間切

れの状態で終了となる程、内容の濃いカンファレンスとなりました。

本会も大学・関連病院から多くの先生方に御参加いただき、盛会のうち

に終了することができました。ありがとうございました。

8月18日（火）、去年に引き続き今年もⅠ外バーベキューイベントを医局のある建物の横で開催しました。

前日までは夏日が続いていたにも関わらず、その日はなんと最高気温が19℃でしかも雨…、不安を抱えながらもキャン

プで使用する雨除け（タープ）を設置し強引に始めました。

Ⅰ外の医師（臨床・研究）や看護師、学生、秘書、実験助手など総勢30人ほどの参加でした。

雨は降っていましたが、アルコールの力も加わり大いに盛り上がりました。

縦・横の親睦がさらに深まり良いイベントになったのではないかと思っております。

今後も機会があれば継続していけたらなと考えております。

8/28

8/18
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第4回北海道サージカルフォーラムが開催されました。

霜田佳彦先生が第116回日本消化器病学会北海道支部例会で
研修医奨励賞を受賞されました。

9月5日（土）、第4回北海道サージカルフォーラムが札幌

パークホテルにて開催されました。

はじめに川村秀樹先生の司会で、一般演題として吉田雅

先生（消化器外科I 消化管グループ）から『腹腔鏡下胃・大

腸切除における硬膜外麻酔を用いない術後鎮痛法』と題し

経口鎮痛剤＋フェンタニル製剤による周術期疼痛管理の有

用性を、植村一仁先生（北海道医療センター外科）から『化

学療法施行中に発症した消化管穿孔症例』と題し標題10症

例に対する詳細な治療経過・考察を御発表いただきました。

続いて武冨教授の司会のもと、特別講演に京都府立医科

大学大学院医学研究科 消化器外科学 教授 大辻英吾先生を

お招きし、『胃癌に対する臨床的研究』と題し御講演をいた

だきました。自施設の多くの臨床病理学的データを基盤と

した胃癌治療・フォローアップに関する戦略、腹膜播種・

肝転移巣検出に対する新規アプローチ方法の開発等、胃癌

に関して多岐にわたる貴重なお話をしていただきました。

教室・関連施設から多数の先生の御参加をいただき、本

会も盛会のうちに終了致しました。ありがとうございました。

2015年3月7日（土）−8日（日）に開催された第116回日本消化器病学会北海道支部

例会で、当科をローテートされた霜田佳彦先生が見事研修医奨励賞を受賞され、8月29日

の第117回支部例会で表彰されました。演題名は「術前診断し得た後腹膜原発パラガング

リオーマの一切除例」でした。

発表そのものだけではなく、質疑応答も含めて優れていた結果の受賞と聞いております。

霜田先生おめでとうございます。今後の益々のご活躍を期待しております。

9/5

8/29
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平成27年度医局説明会を開催致しました。

2015年度 第1回鏡視下縫合結紮競技会が開催されました。

9月11日（金）、18：00より医局カンファレンスルームにて平成27年

度医局説明会が開催されました。

今年度は大学・道内外の病院から研修医・大学生計23名の方々に御参

加いただきました。

説明会では本間重紀医局長から消化器外科Iの研修プログラム・教育方

針・診療研究体制・実績を説明されました。国内外施設で活躍されてい

る先生方からのビデオレターもプレゼンテーションされました。

その後はススキノへ移動し懇親会が開催されました。初期研修医・学

生の方々を主役として、大学スタッフ・後期研修医の先生方・各関連病

院の先生方に御参加いただき、総勢役70名の大所帯で行われました。そ

の後の二次会も含めて非常に盛り上がった夜となりました。

御参加いただいた研修医・学生の方々、当日御参加いただいた諸先生

方に深く感謝申し上げます。今後も消化器外科Iの魅力をたくさん伝えら

れるよう取り組んでいきたいと存じます。研修医・学生の皆様、宜しく

お願い致します。

9月10日（木）、医局カンファレンスルームにおいて今年度最初の鏡視下縫合結紮競技会が開催されました。

例年同様『co-axial position、針挿入→両手結び3回→鋏で糸切・針抜き』の内容を、大型スクリーンにつないだドラ

イボックスを用いて行い、合計タイムを競うという形式で行いました。

今回は後期研修医7名、初期研修医1名、学生3名が参加いたしました。

後期研修医の先生方は4月から月2回、仕事終了後に他施設での縫合結紮練習を積んできており、普段は上記内容を1分

30秒〜 2分のタイムでこなしていたのですが、当日は武冨教授をはじめ多数の教室員・学生が見守るという状況でプレッ

シャーがかかったのか、ほとんどの先生が実力を発揮できなかったようでした。

そんな中、本番で自己ベストをだした後期研修医の矢部先生が1分27秒のタイムで見事優勝を飾りました。おめでとう

ございます。

円滑・確実な縫合結紮手技を得るべく、今後もトレーニングを継続していきましょう。

9/11

9/10



100

法政大学理工学部　医療・福祉ロボティクス研究室の皆様に
ご発表いただきました。

平成27年度9月修了学位審査「公開発表会」

9月15日（火）7時30分からのリサーチカンファレンスにて、現在北大工学部で開催されている日本機械学会に参加中の、

法政大学理工学部機械工学科　医療・福祉ロボティクス研究室（石井千春教授）の博士・修士課程の方々にご発表いただ

きました。医工連携に関することで、鏡視下操作の運動データを定量的に測定しトレーニングシステムに活用する内容な

どについてご発表されました。

鏡視下操作時に熟練者と初心者の差がわかるデータを提示していただき、動画の供覧では操作者の突発的な動きや力み

が鉗子に加わると警告音が鳴ったり、可視的に表示される工夫もありタイムリー

に評価できる興味深いトレーニングシステムでありました。

毎年、当教室では豚を使った腹腔鏡手術トレーニングの研修会も実施しており、

今回ご発表いただいた教室に鏡視下操作の運動データを測定していただく予定で

す。このような医工連携を通して今後も鏡視下手術の発展に少しでも寄与できた

らと考えております。

平成27年度9月学位取得者が決定し、学位審査「最終審査」に係る公開発表会が行われました。

司会進行は移植外科学講座特任助教　深井原先生、消化器外科Ⅰ特任助教　後藤了一先生

がご担当され、

藤好真人先生（平成15年入局・学位論文タイトル「マウス肝移植モデルにおける機械灌

流保存法およびsiRNAを用いた移植前グラフト治療法に関する研究（Studies of machine 

perfusion preservation and pre-transplant graft therapy using siRNA in mouse 

liver transplantation model）」）

吉田雅先生（平成15年入局・学位論文タイトル「同種異系膵島移植における

c-Fos/Activator protein-1阻 害 に よ る 免 疫 抑 制 効 果 に 関 す る 研 究（Studies on 

Immunosuppressive Effect of c-Fos/Activator Protein-1 Inhibition on Allogeneic 

Pancreatic Islet Transplantation）」）

蔵谷大輔先生（平成14入局・学位論文タイトル「NF-κB阻害剤DHMEQはHMGB1を

抑制することによりマウス膵島移植後早期グラフト傷害を抑制する（DHMEQ, a NF-κ

B inhibitor, prevents early islet graft damage by suppressing HMGB1 in murine 

pancreatic islet transplantation）」）が発表されました。

藤好先生、吉田先生、蔵谷先生おめでとうございます。

これからの益々の研鑽を期待したいと思います。

9/15

9/15
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高橋將人先生・坂本譲先生が第103回北海道外科学会で表彰されました。

公益財団法人　三井生命厚生財団　第48回「医学研究助成」を受賞しました。

9月19日（土）に開催された第103回北海道外科学会で、北海道外科雑誌学会賞ならびに奨励賞の発表がされ、高橋將

人先生（北海道がんセンター 乳腺外科）が『転移性再発乳癌に対する内分泌療法−北海道内医師のアンケート調査からの

考察−』（北海道外科雑誌 第59巻2号掲載）で学会賞を、坂本譲先生（市立函館病院）が『乳癌にてラジオ波焼灼療法と

放射線照射後にpost-radiation sarcomaを生じた1例』（同誌 第59巻1号掲載）で奨励賞を見事受賞され、表彰をされま

した。

北海道外科雑誌に掲載された論文の中から選ばれたもので、今回同門から初めて学会賞・奨励賞のダブル受賞となりま

した。

高橋先生、坂本先生、この度の受賞本当におめでとうございました。今後の益々のご活躍を祈念致します。

この度、当分野教授　武冨紹信が、研究主題「脂肪性肝炎を母地とする肝癌の切除成績向上の取り組み～質量分析イメー

ジング法を用いた肝脂質代謝プロファイルの評価」において、公益財団法人　三井生命厚生財団　第48回「医学研究助成」

を授与されました。

本助成は、生活習慣病をはじめとする主要な医学研究課題について、毎年、国内の大学・病院・医学研究機関の研究者

を対象に研究概要の公募・選考が行われます。

今回の助成対象研究は

1．主幹脳動脈狭窄の治療

2．過活動膀胱

3．C 型肝炎の新しい薬物治療の成績

4．脂肪性肝炎に起因する肝癌の切除成績

上記4つのいずれかの課題に関する研究で、20研究が助成の対象となりました。

今後も当分野一丸となり日々の研究・業務に邁進し、皆様に寄与できますよう務めてまいります。

9/19

9/17
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第36回日本大腸肛門病学会北海道地方会が
開催されました。

第3回北海道サージカルアカデミーが開催されました。

9月19日（土）、北海道大学医学部 臨床大講堂にて、第36回日本大腸肛門病学会北海

道地方会（第95回北海道医学大会 大腸肛門病分科会）が当科 武冨紹信教授を会長のもと

開催されました。

第103回北海道外科学会や消化器内科関連の会が同時に開催されたこともあり本会参

加人数が少ないことが心配されましたが、当日は60人の先生方に御参加いただきました。

一般演題として16人の先生方から御発表をいただき、活発な質疑応答が交わされました。

またランチョンセミナーとして、北海道大学病院腫瘍センター 診療教授 小松嘉人先生

から『進行再発大腸がんの薬物療法』と題して、近年細分化・複雑化する大腸癌化学療法

の最新のデータ・実臨床での抗癌剤選択方法などを、非常にわかりやすく御解説していた

だきました。

御発表いただきました先生方、本会に御参加いただきました多くの先生方に深く感謝申

し上げます。

9月19日（土）、第3回北海道サージカルアカデミーがセンチュリーロイヤルホ

テルで開催されました。

はじめに川村秀樹先生の座長のもと、一般演題として国立がん研究センター東病

院でのレジデント歴をお持ちの野口慶太先生（札幌厚生病院）、皆川のぞみ先生（市

立札幌病院）のお二方に、東病院でのレジデント時代について、研修後の臨床への

取り組みについて御講演頂きました。

続いて特別公演を武冨紹信教授の座長のもと、国立がん研究センター東病院 大

腸外科科長の伊藤雅昭先生をお招きし、『大腸癌外科治療におけるNCC Eastの挑

戦〜 Education ＆ Innovation 〜』と題し御講演を頂きました。本年より科長に

なられた伊藤先生の教育に関する幅広い取り組み、大腸外科治療における新時代へ

の展開について熱いお話を頂きました。

多数の先生方にお集まり頂き大変盛況な会となりました。懇親会ではラグビー談

話に花が咲き、会話が尽きませんでした。御講演頂いた先生方、御参加頂いた先生

方に厚く御礼申し上げます。今後ともよろしく御願い致します。

9/19

9/19
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第3回 North Japan Cancer Forumが開催されました。

平成27年度 第2回アニマルラボが開催されました。

10月16日（金）、第3回 North Japan Cancer Forumが札幌グラ

ンドホテルで開催されました。

はじめに札幌厚生病院 高橋昌宏先生の座長のもと、一般演題として

杉山昴先生（JCHO北海道病院）、石川倫啓先生（札幌厚生病院）のお

二人から、それぞれ胃癌・大腸癌に対する化学療法の知見について御講

演頂きました。

続いて特別公演を武冨紹信教授の座長のもと、東京女子医科大学 消

化器病センター長 消化器外科教授・講座主任  山本雅一先生をお招き

し、『東京女子医大式肝切除術』と題し御講演を頂きました。先人たち

の残した黎明期の貴重な映像を始め、現在の肝切除手技にいたるまでの

歴史や技術的な要点および今後の展望などをわかりやすくお話ししてい

ただきました。金曜日の夜にも関わらず60名以上の参加者にて大変盛

況な会となりました。

その後の懇親会でも大変盛り上がりました。御講演頂いた先生方、御

参加頂いた先生方に厚く御礼申し上げます。

10月3日（土）、神奈川県川崎市のトレーニングセンターにて

アニマルラボが開催されました。

前夜の懇親会の熱気もそこそこに、当日は日本内視鏡外科学

会技術認定医である当科 川村秀樹先生、日鋼記念病院 髙田譲二

先生、岩見沢市立病院 市川伸樹先生の3名を講師とし、受講生（上

級医1名、後期研修医6名の計7名）が3グループに分かれてト

レーニングに臨みました。

豚生体を使用したトレーニングで、幽門側胃切除・前方切除

を行いました。普段経験することの少ない「術者」という立場

での進行に開始当初は戸惑いましたが、講師の先生方に的確な

御指導をいただきながら、グループ内で積極的に声を掛け合い

課題を完遂することができました。

懇親会、トレーニングともに充実し、今後のステップアップ

の足がかりとなるとても有意義な内容であったと思います。講

師の先生方、諸関係の皆様方に心より御礼申し上げます。

10/16

10/3
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第4回北海道サージカル・インフェクション・フォーラムが開催されました。

第3回北海道周術期管理フォーラムが
開催されました。

11月6日（金）、第4回北海道サージカル・インフェクション・フォーラムがニューオータニイン札幌にて開催されまし

た。基礎講演として国立病院機構 京都医療センター外科・ICT 畑啓昭先生から「外科におけるがん化学療法時の感染症」

を、特別講演として福岡大学医学部 腫瘍・血液・感染症内科教授 髙松泰先生より「発熱性好中球減少症のマネジメント」

を御講演していただきました。また、一般演題として北海道大学大学院医学研究科 消化器外科学分野I 敦賀陽介先生より「膵

癌術前放射線化学療法中の発熱性合併症の検討」を、JA北海道厚生連 札幌厚生病院外科 石川倫啓先生より「術前術後化

学療法における発熱性好中球減少性（FN）のマネジメント」を発表していただきま

した。

畑先生には、がん化学療法を中心とし、外科診療に関連した感染症管理のエッセ

ンスを、分かりやすく御講演いただきました。また、高松先生は発熱性好中球減少

症の最新の知見を、エビデンスに基づいて非常に詳しく御教授下さいました。病棟

管理に関わる感染症診療のトピックスであり、医師のみならずコメディカルの方々

も大勢参加していただき、大変盛況なフォーラムとなりました。

その後の懇親会も大変盛り上がりました。ご講演頂いた諸先生、ご参加頂いた皆

様にこの場を借りて心より御礼申し上げます。

10月23日（金）、第3回北海道周術期管理フォーラムが京王プラザホテル札幌にて開催

されました。ミニレクチャーとして北海道大学病院　卒後臨床研修センター准教授 石森直

樹先生から「周術期における血圧管理のポイント」、特別講演として千葉大学大学院医学研

究院　先端応用外科学教授　松原久裕先生より「食道癌に対する集学的治療の展開」を御

講演していただきました。

石森先生には、周術期における血圧管理のポイントや、高血圧治療に関する最新のトピッ

クを御講演いただきました。また、松原先生には食道癌治療におけるリンパ節郭清の意義

と今回の食道癌取り扱い規約の改変との関連性から、周術期管理の要点まで御講演いただ

きました。計35名の方に御参加者頂き、その後の懇親会も含め大変盛況なフォーラムとな

りました。

ご講演頂いた諸先生、ご参加頂いた皆様にこの場を借りて心より御礼申し上げます。

11/6

10/23
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第12回モーニングセミナーを
開催致しました。

敗血症性DICセミナー
–Up To Date-が開催されました。

11月17日（火）、第12回モーニングセミナーを開催致しました。

講師には、北海道大学大学院 先端生命科学研究院 先端融合科

学研究部門 新薬探索研究分野 教授 西村紳一郎先生をお招きし、

「シグナル伝達の翻訳後糖鎖修飾と癌細胞の生活環：疾患特異

的エピトープの探索からの新しい抗がん剤の開発」というテー

マでお話いただきました。

糖鎖と聞くととっつきにくいイメージではありましたが、概

論から丁寧にご説明いただき、非常に理解しやすい内容でした。

エピジェネティクスである糖鎖修飾を少し変化させるだけで体

内動態・体内分布をも変えることができ、糖鎖を考慮した抗体

医薬の開発はまだまだ未開拓なところがたくさんあることもわ

かりました。

既に当科とは臨床・研究共にお世話になっておりますが今後

も密に連携し、更なる成果を上げていけたらなと存じます。

11月14日（土）、敗血症性DICセミナー –Up To Date-が札幌グランドホテルにて開

催されました。

はじめに蒲池浩文先生を座長に、一般演題として北海道大学大学院医学研究科 消化

器外科学分野I  島田慎吾先生より「膵全摘後の敗血症DICにリコモジュリンが有効で

あった一例」をご発表頂きました。

レクチャーとして鹿児島大学病院　救急救命センター　システム血栓制御学講座（兼

務）講師　伊藤隆史先生から「トロンボモジュリンの意義を考える」というテーマで御

講演いただきました。生体侵襲におけるトロンボモジュリンの抗凝固作用、抗炎症作用

について、3Dグラフィックを交えながら、とても理解しやすいお話でした。

また特別公演を武冨紹信教授の座長のもと、横浜市立大学医学部　消化器・腫瘍外科

学教授　遠藤格先生より「肝胆膵領域のDIC　–臓器不全への進展を阻止するためには-」をご講演いただきました。DICの

最新の知見について、専門である肝胆膵外科領域を中心に、基礎から臨床応用までエビデンスを交えながら、大変興味深

い内容でした。

およそ50名の方に御参加者頂きまして、大変盛況なセミナーとなりました。懇親会も大変盛り上がりました。ご講演頂

いた諸先生、ご参加頂いた皆様にこの場を借りて心より御礼申し上げます。

11/17

11/14
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関連病院院長・医長会議が
開催されました。

Surgical oncology meeting-CRC 
treatment-が開催されました。

11月21日（土）13時より関連病院院長・医長

会議を開催いたしました。総勢44名の参加があ

り、武冨教授より外科専門医制度や後期研修医の

確保についての現状説明があった後、消化器外科

Ⅰと乳腺外科のそれぞれのチームより報告があり

ました。続いて、各関連施設の現状につきお話を

していただきました。

これから教室としましてもできるだけご要望に

応えられるよう努力していきたいと思います。

11月20日（金）、Surgical oncology meeting-CRC treatment-がプレミア

ホテル-TSUBAKI-札幌にて開催されました。はじめに札幌医科大学 保健医療学

部 基礎・臨床医学講座 教授 古畑智久先生の座長のもと、一般演題として札幌医

科大学 消化器・総合、乳腺・内分泌外科 助教 沖田憲司先生より「レゴラフェニ

ブ投与で長期間継続したSD2症例」を、函館厚生院 函館五稜郭病院 外科 科長 

小川雅彰先生より「レゴラフェニブ治療,12症例の使用経験」を、KKR札幌医療

センター 消化器外科 診療部長 小池雅彦先生より「当院におけるレゴラフェニブ

の使用経験と副作用対策」を、それぞれレゴラフェニブの使用経験を交えて至適

投与量や多様な副作用への具体的対策法についてご講演いただきました。また、

舩越徹先生（旭川厚生病院 外科 医長）より「スチバーガ EXPERT REVIEW」

をご講演いただきました。

続いて、特別講演を当科 武冨紹信教授の座長のもと、東海大学医学部 消化器

外科 准教授 田中彰先生より「再発進行大腸癌の3rd line以降の治療」をご講演

いただきました。田中先生には、再発進行大腸癌のサルベージライン治療として、

レゴラフェニブの有用性および副作用マネジメントについて、最新の知見を交え

て詳しく説明いただきました。特にレゴラフェニブと新たなサルベージライン治

療薬であるTAS-102の比較では、単剤および併用療法、どちらを先行すべきか

を含め、エビデンスに基づき解説していただき大変勉強になりました。講演後も、

症例の選択等について活発な議論が交わされておりました。

おおよそ70名の方に御参加いただき、その後の懇親会は大変な盛況となりま

した。ご講演頂いた諸先生、ご参加頂いた皆様にこの場を借りて心より御礼申し

上げます。

11/21

11/20
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川俣太君（平成17年入局）、オーストラリア留学へ出発。

第77回日本臨床外科学会総会中に消化器外科Ⅰ懇親会が開催されました。

平成17年入局の川俣太君がオーストラリアのクイーンズランド医科学研

究所（QIMR Berghofer Medical Research Institute）の Conjoint 

Gastroenterology Laboratory 教室（Barbara教授、Vicki教授）で

の留学のため出発しました。

Barbara教授およびVicki教授は消化器癌のゲノムワイド解析の世界

的権威であり、川俣君も当教室のサンプルを持参して「ゲノムワイド解

析を用いた大腸癌浸潤および肝転移成立における分子機序の解明」につ

いて研究予定です。

大いなる成果を期待したいと思います。まずは健康と安全に留意して

頑張ってください。

11月26日（木）、第77回臨床外科学会総会（福岡）の開催に合わせ、消

化器外科Ⅰ懇親会が開催されました。大変遅くなりましたが御報告致します。

当日は武冨教授をはじめとし、教室・関連施設から計18名の先生方に御

参加いただき、非常に楽しい博多の夜を過ごすことができました。

直前の御案内にも関わらず、御参加いただいた先生方に感謝申し上げます。

また当日お声をかけることのできなかった先生方にはお詫び申し上げます。

今後も全国学会での懇親会開催を企画致しますので、宜しくお願い致しま

す。

11/30

11/26

第108回日本臨床外科学会
北海道支部例会学会賞を受賞！

12月5日（土）に開催された第108回日本臨床外科学会北海道支部例

会（会長：竹政伊知朗先生）にて当科特任助教の崎浜秀康君（平成6年

入局）が学会賞を受賞しました。

演題は「大腸癌の循環腫瘍細胞と骨髄腫瘍細胞：予後予測マーカーと

しての比較」です。おめでとうございます。

さらなる研究の発展と外科診療への応用を期待しています。

12/5
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平成27年度同門会忘年会が開催されました。

12月5日（土）、ホテルニューオータニイン札幌において同門会幹事会、講演会、忘年会が開催されました。講演会では、

本年度イギリス オックスフォード大学の留学より戻られた財津雅昭先生よりTransplantation Research Immunology 

Group （TRIG）Labからの世界の眺め〜　英オックスフォード大学への留学」という演題名で留学生活や研究内容の発表

がありました。講演後の討論では、現在の移植医療における制御性細胞の役割やその動向について議論が交わされました。

続く忘年会では、総勢129名の先生方が参加され、大変盛大な会となりました。その中で、同門会長である中島保明先

生より、2021年に開講100周年を迎えるとのお話がありました。100周年まではまだ少し時間がありますが、本講座の歴

史の長さと大きさを改めて実感し、一年の最後に気持ちを新たにできる会となりました。

12/5
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第28回日本内視鏡外科学会総会中に消化器外科Ⅰ懇親会が開催されました。

医局対抗サッカー大会　3位入賞！

12月11日（金）、第28回日本内視鏡外科学会総会（大阪）

の開催に合わせ、消化器外科Ⅰ懇親会が開催されました。

武冨教授をはじめとし、教室・関連施設から（博多の

臨床外科学会懇親会を上回る）計25名の先生方に御参加

いただきました。

御参加いただいた先生方、お忙しい中御都合をつけて

いただき本当にありがとうございました。

また、当日は折角参加を御希望いただきながら、懇親

会会場の関係からお断りをさせていただいた先生もい

らっしゃいました。直前の御案内であったことをお詫び

申し上げます。

今後とも宜しくお願い致します。

先日行われた医局対抗サッカー大会決勝トーナメントの結果をご報告致します。

12月6日（日）に農試公園屋内競技場で行われました。一回戦はリハビリテーション科に8対0で勝利しましたが、準決

勝では循環器内科に0対3で負け、3位決定戦は不戦勝で3位という結果でした。

森田先生、大野先生、沢田先生、谷先生、後藤先生、財津先生、相山先生、石川先生、加藤（拓也）先生、脇坂先生、

太田先生、千田先生、小林さん、佐野先生、河北先生、と応援の看護師さんと多くの皆さんにお集り頂き、大変盛り上がっ

た大会となりました。接戦を繰り広げましたが、昨年に続き3位という悔しい結果に終わりました。来年こそは雪辱を果た

し、優勝の報告ができることを願っております。

応援に来てくださった方々には大きな声援をいただき、大変感謝しております。皆様ありがとうございました。

12/11
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藤好真人君（平成15年入局）、オランダ留学へ出発。

消化器外科Ⅰ 忘年会が開催されました。

平成15年入局の藤好真人君がオランダのフローニンゲン大学

医療センターへの留学に出発しました。

同センター外科（Porte教授）では年間成人肝移植40例、小

児肝移植20例、肝胆膵手術および腎移植130例程を行っている

オランダの肝胆膵外科の中心的なセンターです。藤好君は北大

で手掛けていた「マウス肝移植モデルを用いたマージナルドナー

肝の分子生物学的修復法の開発」を継続する傍ら、臨床フェロー

としての臨床修練も予定しています。

大いなる成果を期待したいと思います。まずは健康と安全に

留意して、頑張ってください。

去る12月16日（水）に、消化器外科Ⅰの医師、7-2病棟の看護師・スタッフの皆様で忘年会を開催致しました。4月よ

り新しく仲間となりました後期研修医の先生方、新人看護師の方々にそれぞれ、「今年の辛かったこと・うれしかったこと」

を報告して頂きました。それぞれ苦労があり、克服されてきたようでたくましく感じました。

2次会では後期研修医、看護師それぞれより余興を披露して頂きました。後期研修医の余興は手術部忘年会で見事3位に

輝き、師走で日常業務も忙しい中、時間を削って練習された様子でした。宴会に立派な花を咲かせてくださいました。

来年も益々一致団結したチームワークで、あらゆる困難にも立ち向かえることを確信致しました。

12/21
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関連病院紹介

■2014年関連病院手術数

全身
麻酔

脊椎
麻酔

局所
麻酔 食道癌 鏡視下 胃癌 鏡視下 結腸癌 鏡視下 直腸癌 鏡視下 原発性

肝　癌 鏡視下 転移性
肝　癌 鏡視下 膵癌 鏡視下 胆道癌 鏡視下 乳癌 鏡視下 甲状

腺癌 鏡視下 肺癌 鏡視下 胆石症 鏡視下 虫垂
切除 鏡視下 小腸

切除 鏡視下
鼠　　径
ヘルニア
根 治 術

鏡視下 その他 鏡視下

北

海

道

が
ん
セ
ン
タ
ー

消化器外科 270 0 50 3 0 45 15 55 39 32 13 6 0 11 0 8 0 6 0 － － － － － － 12 11 3 2 3 1 36 － 101 －

呼吸器外科 232 0 22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 146 122 0 0 0 0 0 0 0 0 42 33

乳腺外科 330 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 310 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0

市 立 札 幌 病 院 641 24 287 1 0 47 14 70 44 27 16 10 1 16 2 11 0 5 0 90 0 0 0 0 0 72 66 35 11 － － 36 18 531 9

岩見沢市立総合病院 403 34 18 5 0 29 12 66 42 25 13 0 0 6 0 13 0 6 0 21 0 3 0 23 17 46 40 53 3 5 0 53 3 97 12

市立苫小牧総合病院 376 9 5 0 0 32 7 41 25 20 12 5 0 6 2 2 0 8 0 24 0 0 0 21 14 60 55 35 30 8 2 44 9 － －

釧 路 労 災 病 院 583 1 56 7 0 44 23 73 34 37 11 5 0 2 0 9 0 2 0 55 0 0 0 7 4 93 66 43 31 16 2 114 26 133 10

札 幌 厚 生 病 院 1,058 0 29 0 0 111 74 114 72 77 35 78 13 16 7 27 2 11 0 67 0 97 0 31 29 129 99 27 2 14 0 79 58 180 52

旭 川 厚 生 病 院 753 6 6 4 0 85 33 93 46 42 24 1 0 14 1 13 0 8 0 56 0 0 0 80 70 70 51 48 30 11 3 157 60 168 8

帯 広 協 会 病 院 468 27 9 0 0 31 9 46 19 16 9 9 0 0 0 7 0 0 0 51 0 6 0 0 0 69 60 73 25 14 0 93 9 89 1

KKR札幌医療センター 693 3 34 3 2 39 20 76 53 23 18 4 － 6 － 10 1 7 － 105 － － － 65 58 80 75 77 62 9 1 57 36 181 44

JCHO札幌北辰病院
（社 保 総 合） 317 6 45 0 0 24 17 38 23 20 12 3 0 8 2 6 0 6 0 22 0 4 0 0 0 33 22 23 23 19 10 85 22 77 5

日 鋼 記 念 病 院 503 25 21 6 2 34 16 24 15 17 9 3 0 4 0 3 1 5 1 40 0 1 0 18 18 29 26 27 17 7 0 66 27 266 41

市 立 函 館 病 院 707 56 53 4 0 42 15 124 119 33 33 17 6 4 2 17 0 12 0 71 0 0 0 0 0 90 88 39 88 28 2 98 27 102 0

北海道医療センター
（旧　国立西札幌） 419 0 86 0 0 27 12 66 42 29 17 7 0 10 0 4 0 4 0 11 0 5 0 38 33 77 67 42 38 16 6 57 44 198 21

市 立 稚 内 病 院 208 4 0 0 － 9 1 23 7 11 1 0 － 1 － 2 － 0 － 7 － 0 － 7 3 37 20 24 7 12 － 49 2 36 2

士 別 市 立 病 院 127 2 109 0 0 14 1 19 2 4 0 1 0 10 0 1 0 5 0 5 0 0 0 0 0 16 12 6 4 19 0 11 0 127 2

砂 川 市 立 病 院 434 5 34 0 0 32 25 42 37 27 20 2 2 6 4 3 0 3 0 60 0 0 0 0 0 70 59 33 32 14 4 84 28 127 12

小 樽 市 立 病 院 346 20 122 0 0 18 8 39 25 12 7 0 0 4 0 4 0 1 0 29 0 1 0 0 0 47 42 19 3 11 2 51 23 252 6

市立千歳市民病院 208 8 13 － － 16 7 30 5 13 0 － － 1 0 － － － － － － － － － － 34 18 30 27 3 0 46 3 48 6

網 走 厚 生 病 院 318 5 18 － － 20 11 32 18 16 15 2 － 1 － 1 － 2 － 20 － 1 － － － 60 50 35 21 － － 68 36 83 16

JCHO北海道病院
（北 海 道 社 保） 408 0 13 0 － 36 14 42 21 9 9 13 － 19 1 8 － 11 － 13 － 5 － 23 23 62 51 39 9 23 － 60 3 － －

天 使 病 院 465 0 22 0 0 11 11 27 7 8 2 3 1 2 0 2 0 0 0 29 0 1 0 4 4 30 26 30 24 14 1 158 148 172 19

渓和会江別病院 308 12 210 2 － 24 2 30 5 18 － 5 － 1 － 11 － 1 － 8 － 2 － 4 5 49 37 29 2 4 － 41 － 344 －

札 幌 北 楡 病 院 436 143 913 0 0 28 16 45 37 17 17 4 0 10 6 2 0 2 0 0 0 0 0 2 2 72 59 24 18 9 0 34 19 689 0

北晨会恵み野病院 348 0 25 1 0 30 6 37 11 23 10 1 0 0 0 3 0 2 0 11 0 2 0 1 1 54 48 34 12 10 0 77 27 62 9

苫小牧日翔病院 142 3 79 0 0 8 0 16 6 3 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 17 13 15 8 7 0 37 11 147 8

市 立 美 唄 病 院 1 2 29 － － － － － － － － － － － － － － － － 2 － － － － － 1 － － － － － － － 29 －

市立三笠総合病院 35 18 57 － 3 2 5 3 5 1 － － 2 － － － － － 2 － 1 － － － － 7 5 2 － 2 － 13 － 76 －

斜里町国保病院 15 11 31 0 0 3 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 2 1 0 1 0 6 0 41 0

町立中標津病院 146 3 1 － － 8 6 11 5 9 4 － － 1 － 1 － － － 4 － 1 － － － 29 25 20 － 13 － 37 － 18 2

森 町 国 保 病 院 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

西さっぽろ病院
（旧 　 河 西 外 科） 154 59 117 0 0 1 1 6 2 8 3 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 24 21 23 21 5 2 47 39 214 15

静 和 記 念 病 院 213 1 22 0 0 4 0 16 2 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 16 41 34 0 0 9 0 50 2

北海道対がん協会 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

洞 爺 協 会 病 院 68 10 86 － － 3 2 5 5 3 2 － － － － － － 1 － － － 1 － － － 8 8 6 6 2 1 15 － 70 1

網 走 中 央 病 院 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

札幌北クリニック 0 0 10 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

北 札 幌 病 院 － － 23 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 23 －

すずかけセントラル 104 4 43 0 0 9 3 11 7 7 4 0 0 1 0 0 0 0 0 4 0 0 0 1 1 31 31 2 2 － － 29 21 56 6

長万部町立病院 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

は ま な す 医 院 40 1 27 0 － 1 0 1 0 0 － 0 － 0 － 0 － 0 － 1 0 0 0 0 0 3 2 9 3 0 0 3 0 50 0

静仁会静内病院 3 2 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 0

新札幌聖陵ホスピタル 0 0 93 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

合　　計 12,280 504 2,865 36 7 867 386 1,322 780 597 316 180 25 163 27 169 4 108 3 1,118 6 130 0 471 404 1,549 1,271 947 595 299 37 1,850 699 4,921 342
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■ 2014年関連病院手術数

全身
麻酔

脊椎
麻酔

局所
麻酔 食道癌 鏡視下 胃癌 鏡視下 結腸癌 鏡視下 直腸癌 鏡視下 原発性

肝　癌 鏡視下 転移性
肝　癌 鏡視下 膵癌 鏡視下 胆道癌 鏡視下 乳癌 鏡視下 甲状

腺癌 鏡視下 肺癌 鏡視下 胆石症 鏡視下 虫垂
切除 鏡視下 小腸

切除 鏡視下
鼠　　径
ヘルニア
根 治 術

鏡視下 その他 鏡視下

北

海

道

が
ん
セ
ン
タ
ー

消化器外科 270 0 50 3 0 45 15 55 39 32 13 6 0 11 0 8 0 6 0 － － － － － － 12 11 3 2 3 1 36 － 101 －

呼吸器外科 232 0 22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 146 122 0 0 0 0 0 0 0 0 42 33

乳腺外科 330 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 310 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0

市 立 札 幌 病 院 641 24 287 1 0 47 14 70 44 27 16 10 1 16 2 11 0 5 0 90 0 0 0 0 0 72 66 35 11 － － 36 18 531 9

岩見沢市立総合病院 403 34 18 5 0 29 12 66 42 25 13 0 0 6 0 13 0 6 0 21 0 3 0 23 17 46 40 53 3 5 0 53 3 97 12

市立苫小牧総合病院 376 9 5 0 0 32 7 41 25 20 12 5 0 6 2 2 0 8 0 24 0 0 0 21 14 60 55 35 30 8 2 44 9 － －

釧 路 労 災 病 院 583 1 56 7 0 44 23 73 34 37 11 5 0 2 0 9 0 2 0 55 0 0 0 7 4 93 66 43 31 16 2 114 26 133 10

札 幌 厚 生 病 院 1,058 0 29 0 0 111 74 114 72 77 35 78 13 16 7 27 2 11 0 67 0 97 0 31 29 129 99 27 2 14 0 79 58 180 52

旭 川 厚 生 病 院 753 6 6 4 0 85 33 93 46 42 24 1 0 14 1 13 0 8 0 56 0 0 0 80 70 70 51 48 30 11 3 157 60 168 8

帯 広 協 会 病 院 468 27 9 0 0 31 9 46 19 16 9 9 0 0 0 7 0 0 0 51 0 6 0 0 0 69 60 73 25 14 0 93 9 89 1

KKR札幌医療センター 693 3 34 3 2 39 20 76 53 23 18 4 － 6 － 10 1 7 － 105 － － － 65 58 80 75 77 62 9 1 57 36 181 44

JCHO札幌北辰病院
（社 保 総 合） 317 6 45 0 0 24 17 38 23 20 12 3 0 8 2 6 0 6 0 22 0 4 0 0 0 33 22 23 23 19 10 85 22 77 5

日 鋼 記 念 病 院 503 25 21 6 2 34 16 24 15 17 9 3 0 4 0 3 1 5 1 40 0 1 0 18 18 29 26 27 17 7 0 66 27 266 41

市 立 函 館 病 院 707 56 53 4 0 42 15 124 119 33 33 17 6 4 2 17 0 12 0 71 0 0 0 0 0 90 88 39 88 28 2 98 27 102 0

北海道医療センター
（旧　国立西札幌） 419 0 86 0 0 27 12 66 42 29 17 7 0 10 0 4 0 4 0 11 0 5 0 38 33 77 67 42 38 16 6 57 44 198 21

市 立 稚 内 病 院 208 4 0 0 － 9 1 23 7 11 1 0 － 1 － 2 － 0 － 7 － 0 － 7 3 37 20 24 7 12 － 49 2 36 2

士 別 市 立 病 院 127 2 109 0 0 14 1 19 2 4 0 1 0 10 0 1 0 5 0 5 0 0 0 0 0 16 12 6 4 19 0 11 0 127 2

砂 川 市 立 病 院 434 5 34 0 0 32 25 42 37 27 20 2 2 6 4 3 0 3 0 60 0 0 0 0 0 70 59 33 32 14 4 84 28 127 12

小 樽 市 立 病 院 346 20 122 0 0 18 8 39 25 12 7 0 0 4 0 4 0 1 0 29 0 1 0 0 0 47 42 19 3 11 2 51 23 252 6

市立千歳市民病院 208 8 13 － － 16 7 30 5 13 0 － － 1 0 － － － － － － － － － － 34 18 30 27 3 0 46 3 48 6

網 走 厚 生 病 院 318 5 18 － － 20 11 32 18 16 15 2 － 1 － 1 － 2 － 20 － 1 － － － 60 50 35 21 － － 68 36 83 16

JCHO北海道病院
（北 海 道 社 保） 408 0 13 0 － 36 14 42 21 9 9 13 － 19 1 8 － 11 － 13 － 5 － 23 23 62 51 39 9 23 － 60 3 － －

天 使 病 院 465 0 22 0 0 11 11 27 7 8 2 3 1 2 0 2 0 0 0 29 0 1 0 4 4 30 26 30 24 14 1 158 148 172 19

渓和会江別病院 308 12 210 2 － 24 2 30 5 18 － 5 － 1 － 11 － 1 － 8 － 2 － 4 5 49 37 29 2 4 － 41 － 344 －

札 幌 北 楡 病 院 436 143 913 0 0 28 16 45 37 17 17 4 0 10 6 2 0 2 0 0 0 0 0 2 2 72 59 24 18 9 0 34 19 689 0

北晨会恵み野病院 348 0 25 1 0 30 6 37 11 23 10 1 0 0 0 3 0 2 0 11 0 2 0 1 1 54 48 34 12 10 0 77 27 62 9

苫小牧日翔病院 142 3 79 0 0 8 0 16 6 3 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 17 13 15 8 7 0 37 11 147 8

市 立 美 唄 病 院 1 2 29 － － － － － － － － － － － － － － － － 2 － － － － － 1 － － － － － － － 29 －

市立三笠総合病院 35 18 57 － 3 2 5 3 5 1 － － 2 － － － － － 2 － 1 － － － － 7 5 2 － 2 － 13 － 76 －

斜里町国保病院 15 11 31 0 0 3 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 2 1 0 1 0 6 0 41 0

町立中標津病院 146 3 1 － － 8 6 11 5 9 4 － － 1 － 1 － － － 4 － 1 － － － 29 25 20 － 13 － 37 － 18 2

森 町 国 保 病 院 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

西さっぽろ病院
（旧 　 河 西 外 科） 154 59 117 0 0 1 1 6 2 8 3 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 24 21 23 21 5 2 47 39 214 15

静 和 記 念 病 院 213 1 22 0 0 4 0 16 2 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 16 41 34 0 0 9 0 50 2

北海道対がん協会 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

洞 爺 協 会 病 院 68 10 86 － － 3 2 5 5 3 2 － － － － － － 1 － － － 1 － － － 8 8 6 6 2 1 15 － 70 1

網 走 中 央 病 院 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

札幌北クリニック 0 0 10 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

北 札 幌 病 院 － － 23 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 23 －

すずかけセントラル 104 4 43 0 0 9 3 11 7 7 4 0 0 1 0 0 0 0 0 4 0 0 0 1 1 31 31 2 2 － － 29 21 56 6

長万部町立病院 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

は ま な す 医 院 40 1 27 0 － 1 0 1 0 0 － 0 － 0 － 0 － 0 － 1 0 0 0 0 0 3 2 9 3 0 0 3 0 50 0

静仁会静内病院 3 2 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 0

新札幌聖陵ホスピタル 0 0 93 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

合　　計 12,280 504 2,865 36 7 867 386 1,322 780 597 316 180 25 163 27 169 4 108 3 1,118 6 130 0 471 404 1,549 1,271 947 595 299 37 1,850 699 4,921 342
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■ 関連病院総手術件数（2007年～2014年）

2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年
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全
身
麻
酔

脊
椎
麻
酔
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北

海

道

が
ん
セ
ン
タ
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乳腺外科 － － － － － － 259 0 119 280 0 180 300 0 120 300 0 150 312 0 141 270 0 50

消化器外科 787 3 115 443 7 59 501 4 57 526 3 47 206 3 37 286 0 31 282 1 47 232 0 22

呼吸器外科 － － － － － － － － － － － － － － － 261 0 16 245 0 21 330 0 40

市 立 札 幌 病 院 556 65 152 568 46 138 544 36 156 604 34 161 625 33 217 617 48 223 609 38 280 641 24 287

岩 見 沢 市 立 病 院 318 77 57 303 60 62 332 77 37 383 73 43 311 71 34 328 75 35 313 28 19 403 34 18

苫小牧市立総合病院 425 80 27 463 63 40 426 62 36 395 50 28 424 42 16 355 18 22 371 14 16 376 9 5

釧 路 労 災 病 院 672 5 122 575 6 99 645 4 87 639 4 93 590 3 73 629 1 43 663 3 42 583 1 56

札 幌 厚 生 病 院 943 1 25 917 2 11 944 － 23 934 2 32 964 1 27 953 1 38 1034 0 32 1058 0 29

旭 川 厚 生 病 院 641 79 29 773 54 23 694 70 8 652 80 16 719 0 0 702 0 0 711 5 12 753 6 6

帯 広 協 会 病 院 394 109 59 390 100 37 474 0 36 427 0 20 436 3 22 459 10 10 438 13 12 468 27 9

KKR札幌医療センター 560 0 45 602 0 46 708 0 49 740 0 26 704 0 90 720 0 6 693 2 36 693 3 34

JCHO札幌北辰病院
（社 保 総 合） 461 5 41 422 3 26 430 1 27 360 0 22 387 0 21 383 0 22 320 0 33 317 6 45

日 鋼 記 念 病 院 708 60 37 574 60 53 560 39 34 583 31 24 540 33 22 514 35 22 602 23 23 503 25 21

市 立 函 館 病 院 622 63 77 682 52 61 775 18 96 765 21 89 683 32 69 703 32 72 641 60 83 707 56 53

北海道医療センター 331 3 57 358 2 53 405 6 72 484 1 58 415 5 48 440 12 49 463 2 39 419 0 86

市 立 稚 内 病 院 209 37 5 198 49 10 171 45 5 226 42 7 226 32 2 225 11 0 240 0 0 208 4 0

市 立 士 別 病 院 137 39 83 89 36 85 84 41 75 91 46 79 123 26 76 147 1 91 106 2 100 127 2 109

砂 川 市 立 病 院 293 110 5 396 12 7 397 10 3 370 0 30 395 7 32 430 5 34 389 3 35 434 5 34

小 樽 市 立 病 院 251 37 112 260 31 117 235 38 114 244 26 130 265 38 137 276 29 135 299 31 105 346 20 122

千 歳 市 民 病 院 226 39 6 201 41 5 225 21 10 206 40 6 245 4 12 201 25 5 215 17 9 208 8 13

網 走 厚 生 病 院 365 22 40 360 11 45 352 7 23 312 12 27 315 4 19 316 6 22 316 6 12 318 5 18

JCHO北海道病院
（北 海 道 社 保） 426 7 35 451 5 26 381 7 25 399 3 14 450 3 11 385 2 3 424 － 8 408 0 13

天 使 病 院 398 4 21 404 2 17 363 － 24 407 1 20 412 0 14 407 0 12 489 0 13 465 0 22

渓和会江別病院 236 54 140 215 57 169 243 53 181 210 61 180 213 83 219 253 50 127 261 49 262 308 12 210

札 幌 北 楡 病 院 556 7 660 570 10 639 471 14 744 563 14 741 548 30 768 479 20 720 345 6 840 436 143 913

恵 み 野 病 院 318 6 42 304 11 35 350 5 50 339 0 28 343 0 14 329 1 20 314 2 27 348 0 25

苫小牧日翔病院 214 25 88 215 8 95 217 7 100 198 29 83 193 11 99 213 4 102 200 6 115 142 3 79

市 立 美 唄 病 院 38 33 116 41 46 128 41 32 102 41 35 124 25 16 124 1 4 120 3 4 33 1 2 29

市 立 三 笠 病 院 80 22 101 71 25 115 63 26 118 50 27 126 53 24 68 50 16 98 56 15 124 35 18 57

斜里町国保病院 13 20 11 17 13 24 0 0 0 12 7 5 22 18 21 16 10 23 21 15 32 15 11 31

中標津町立病院 144 5 18 153 9 22 165 19 14 165 21 11 168 19 11 218 3 4 193 1 3 146 3 1

十勝いけだ医療センター 1 4 2 0 2 2 0 4 1 0 0 0 0 0 0 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

厚 岸 町 立 病 院 23 28 21 14 35 24 5 9 12 0 10 8 0 7 7 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

長万部町立病院 0 0 20 － － 29 － － 22 0 0 27 0 0 12 0 0 0 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

せたな町立国保病院 0 0 60 － － 60 － － 60 0 0 65 0 0 65 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

森 町 国 保 病 院 0 0 200 0 0 200 0 0 100 0 0 100 0 0 100 0 0 0 0 0 200 － － －

西さっぽろ病院
（旧 　 河 西 外 科） 60 109 61 62 111 79 74 103 94 72 64 175 124 65 166 166 56 142 169 40 131 154 59 117

静 和 記 念 病 院 191 0 37 159 0 37 164 0 29 148 0 24 150 0 21 144 2 14 121 0 15 213 1 22

洞 爺 協 会 病 院 75 2 100 52 － 100 57 5 100 46 7 70 62 2 70 69 9 100 61 － 100 68 10 86

網 走 中 央 病 院 0 0 0 12 19 － 12 23 － 24 21 不明 29 13 不明 － － － － － － － － －

北 札 幌 病 院 0 6 21 2 2 16 0 8 20 0 6 31 0 9 23 0 3 28 0 1 26 － － 23

北 ク リ ニ ッ ク － － － － － － 0 0 10

北海道対がん協会 0 0 0 － － － － － －

すずかけセントラル － － － 74 2 40 104 4 43

は ま な す 医 院 2 1 20 4 － 22 40 1 27

静仁会静内病院 83 6 66 － － － 3 2 7

新札幌聖陵ホスピタル 0 0 93

総　　計 12,297 1,389 3,595 11,885 1,231 3,614 12,077 992 3,396 12,149 942 3,505 11,969 788 3,432 12,060 496 2,625 11,997 389 3,088 12,280 504 2,865

▼施設名▼
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　当院は昭和35年に先代有里伸一（北大29期）が網走中央病院として開業
し、私有里仁志（昭和58年卒）が網走に戻ったのを機に平成９年医療法人
社団網走中央病院と致しました。開院当初から夜間救急の輪番当番を担う急
性期病院として診療してきましたが、地域医療のニーズに応え平成24年に
入院を療養病床（86床）に転換しました。
　網走市の医療は厚生病院が基幹病院となり、当院は急性期治療後の在宅復
帰や施設入所への橋渡し的存在となっております。以前は医局からの出張医
師と全身麻酔手術施行しておりましたが、現在手術は行っておりません。
　外来は従来通り外科（有里）と内科（２名）体制で診療しており、互いに
連携の元で総合的に診断する様に心掛けて、通院患者の急性期疾患には別個
に入院対応出来る様にしております。
　現医局員の先生方には魅力のある病院ではありませんが、将来「総合診療
医」として地方医療に貢献されたいとお考えになった際は是非ご連絡頂きた
いと思っております。� （文責：有里　仁志）

　旭川厚生病院外科です。今年は引き続き北大一外から６名、旭川医大二外
から２名、他２名で構成されています。（蔵谷医師と加藤医師は呼吸器外科
兼任）。外科病棟は59床ですが今年は例年以上に稼働率が高く、他病棟のベッ
ドを借りることもしばしばです。
　診療圏は広く、旭川周辺の市町村のみならず遠くは稚内市や紋別市、遠軽
町などからも患者が訪れます。
　主な診療対象は消化器外科全般で、上下部消化管、肝胆膵、ヘルニア、乳
腺、と多岐にわたります。食道がん、膵・胆道がん、肝がんなど高難度手術
も少なくなく、特に膵・胆道がんに対するPD/DP/TPなどは年間30例以上
あります。また、マスメディアでの紹介の増加、患者意識の高まりなどもあっ
て乳癌症例の増加も最近の傾向です。
　昨年の年間手術症例数は750例余で本年も昨年と同等かやや上回るペース
で手術を行っています。他科、他院からの緊急/臨時の依頼も少なくなく緊
急手術症例は100例近くになります。当科がLACやLADGなど腹腔鏡手術に
本格的に取り組んだのは平成19年頃からで現在では胃がん、大腸がん手術
のそれぞれ40％、50％が腹腔鏡手術です。従来からのLCに加えてラパアッ
ペ、ラパヘルも手がけています。技術認定医が柳田、舩越の２名になりまし
たので、さらに認定医を出せるように指導しております。
� （文責：柳田　尚之）

網走中央病院

旭川厚生病院

　網走厚生病院はスタッフ４名（西川眞副院長、高橋徹、長津明久、谷道夫）
で斜網地区の拠点病院として地域に貢献しております。当院の病床数は309
床で、外科病床数は35床です。年間手術件数ですが、2007年度をピークに
やや減少傾向ですが、2014年は318件で、今年も同様の傾向です。
　年々鏡視下手術が増えてきている昨今ですが、当院でも積極的に取り入れ
ており、2015年は腹部疾患での腹腔鏡手術の比率が70％以上に到達しまし
た。また、大学の先生方からも手術応援を頂きながら日々外科修練に勤しん
でおります。さらには、若手教育に積極的で今年度は谷先生に半分以上執刀
してもらっています。内科との連携も良好で積極的に手術適応についてコン
サルトを頂いており、良い信頼関係を築いております。
　斜網地区では、医療の過疎化が徐々に進んでおり、当院も含め近隣都市の
病院の医師確保が難しくなっております。加えて開業医の先生方の高齢化も
重なり、月の６割以上はこの地区の救急を当院が一手に引き受けている状況
です。
　一方で病院内には釣部、軽音楽に加え、ゴルフ、テニス、野球、マラソン
部があり様々なスポーツ活動等を通じてcomedicalの方々と交流が図られて
います。� （文責：高橋　　徹）

網走厚生病院
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　2015年度の岩見沢市立総合病院外科は中島保明院長・伊藤浩二副院長・
上泉洋・市川伸樹・辻健志・鈴木嵩史・柏倉さゆりの総勢７名でスタートし
ました。10月から柏倉が産休に入り、11月から石川倫啓が札幌厚生病院か
ら当院に転属参加してくれました。写真は柏倉が当院で出産後の記念撮影で
す。今年度の最も嬉しく素晴らしかったことは、カッシーが仕事しながらの
子育てを外科医師でも出来ることを内外に示してくれたことです。
　中島院長は主に対外的な仕事をされており、伊藤副院長は療養しながら透
析のサポートをしています。外科は実質５名で活動しています。周辺の病院
がほとんど手術をしなくなり、手術件数は急上昇中です。市川指導の下、内
視鏡下外科手術も定着してきました。胸部や開腹手術は上泉も若手医師を指
導しています。10年未満の医師達は活き活きと多種多様の手術をこなして
います。
　当院では42床の外科病棟だけでなく40床の透析病棟、220人が治療を受
ける透析センターも外科の管理下にあります。透析に２名の専属医師（稲垣
尚人・田中徳彦）もおりますが、緊急血液浄化・内シャント手術・PTAなど
を中心に合同で治療にあたっています。MOFの治療は集中して当院に来ま
す。
　南空知地区４市５町の総面積は2,563㎢で東京都全体を上回り、総人口
175,000人で、当院は中核病院として唯一、気を吐いています。札幌へも
新千歳空港へも１時間ほどで行くことが出来る便利な地域です。岩見沢市立
はいつも忙しい外科ですが、さらにアクティブな外科を目指しています。
� （文責：上泉　　洋）

小樽市立病院 　2014年12月１日、小樽市立病院は地上７階地下１階、21診療科を備え
た総病床数388床（一般302床、精神80床、結核４床、感染２床）の新病
院に生まれ変わりました。腎・透析専門医（内科）が１名増員となり腎不全
患者に対してもより緻密な医療が提供できるようになりました。小樽市は２
つに分かれていた自治体病院が統合され、小樽後志医療圏にようやく本当の
意味での総合病院が出来上がりました。紆余曲折18年、特に新築統合が本
格的になってからの数年間は、小樽病院バッシングはすさまじく連日マスコ
ミを騒がせていたことは記憶に新しいことと思います。しかし開院後１年を
経て、市民の皆様から「やっぱり小樽病院でなきゃダメ」という声がその答
えになっていると確信しています。と同時にそんな市民の皆様の期待を裏切
らないよう、スタッフ一同身を引き締めて毎日を送っています。
　2015年外科の総手術件数は600件を超える勢いです。統合前に比べ約
20％増、新築後１年を経た現在もover bed状態が続いています。外科スタッ
フは正職員４名、嘱託医１名で手術、外来・病棟・出張検診業務、小樽市夜
間急病センター出向、化学・放射線療法までをカバーしています。そのほか
７名の研修医の教育と指導を行っています。また本年度からは北海道がんセ
ンターの近藤先生のご協力を賜り、本格的な呼吸器外科の胸腔鏡手術も開始
しました。市内開業医を中心にID-linkを用いたon-line診断が一部で開始さ
れ、これからさらに拡充の予定があります。患者さんの「ありがとう」とい
う一言が一日の疲れを癒してくれています。� （文責：越前谷勇人）

石橋竜太郎（研修医）　　　　太田拓児（医長）　　渡辺義人（医療部長）
越前谷勇人（主任医療部長）　川俣　孝（嘱託医）　権藤　寛（副院長）

岩見沢市立総合病院



消化器外科学分野Ⅰ  教室年報2015 117

　医療法人社団北札幌病院は1963年（昭和38年）に開業し、一般病床35床、
療養病床60床で、外科スタッフは院長の小川秀彰（昭和63年卒）１人です。
現在、医局から外来診療や当直の多大なる応援を頂いており、心より感謝申
し上げます。年間手術件数は30例前後で、2008年までは医局からの応援医
師と全身麻酔の手術も年間数例施行していましたが、最近は虫垂炎や鼠径ヘ
ルニアも鏡視下手術が標準術式となり、局所麻酔の小手術（CVポート留置、
胃瘻造設など）のみになりました。当院の特色としては、JR学園都市線新
琴似駅と地下鉄南北線麻生駅のいずれからも徒歩数分と公共交通アクセスが
良好です。また、医局の関連病院で北大病院より北に位置する病院は少ない
ため、札幌市北部や石狩市の患者さんの受け入れに適しています。関連病院
としての北札幌病院の役割は、北大病院で手術後の療養継続、入院・外来で
の癌化学療法、入院して北大病院通院放射線療法（送迎あり）、癌終末期緩
和ケアなどと考えています。今年はようやく16列のCTが導入され、診断能
も向上しています。今後も医局との連携を維持しながら、地域医療に貢献し
ていきたいと考えておりますので、宜しくお願い申し上げます。
� （文責：小川　秀彰）

　豊かな自然と旨い山海の幸に恵まれた道東ですが、その医療圏は広大かつ
寒冷で過疎と高齢化を加えて４Ｋと言われています。この地域の医療を釧路
市が支えており、当院も二次救急を含む地域医療の中核病院の役割を担って
います。がん診療連携拠点病院・地域医療支援病院・臨床研修指定病院とし
て地域住民の安心をサポートするとともに職業性疾患の臨床と研究にも接す
る機会があります。
　当科は、消化器・乳腺・緩和ケアを三本の柱として診療しています。小笠
原副院長以下７名のスタッフで、入院・外来・手術を含む診療を行っていま
す。2015年の手術実績（予定を含む）は591件（全身麻酔547件）で、主
な疾患は食道癌４例、胃癌46例、大腸癌102例、肝胆膵癌10例、乳癌60例、
肺癌６例、虫垂炎40例、胆石症73例でした。麻酔科常勤医の削減により定
期全身麻酔枠が週に２件ずつ削減されている中、地域からの信頼に応えるべ
く手術実績の落ち込みを最小限にとどめています。今年度から形成外科との
協働により乳房再建にも着手しました。当科の特徴としては、緩和ケア病床
も担当しているため、予防・診断・治療からEnd of Life Careまで診療で
きる総合的な臨床外科医の育成を心掛けています。がん治療認定医の資格取
得に緩和ケア研修会の受講が必須となったことからも、医療の基礎としての
緩和ケアには十分なトレーニングが必要です。当科には各学会専門医のほか
産業医などの資格取得のための環境も整っています。多くの手術を経験した
い若い力を求めます。� （文責：小笠原和宏）

独立行政法人労働者健康福祉機構釧路労災病院外科

北札幌病院

８階西（外科）病棟NSにて
後列左から　　江本　宮岡　羽田（研修医１年）　吉田　柴田
前列左から　　小林　小笠原　河合

　フードバレー十勝の医療を担う帯広協会病院外科はスタッフ６名、地域医
療への貢献のため日々邁進しております。本年度は阿部院長就任、部長にあ
の橋本卓が３年55億で電撃移籍（推定）、許・永生は昨年から引き続き地盤
を固め、ほか末端構成員２名（松井、志智）で診療にあたっております。
2014年の手術件数は500件を超え、2015年もそれを追いかけるように手
術件数を伸ばしております。また臨時手術のみならず多くの執刀機会が末端
構成員にも与えられる恵まれた教育方針です。学術活動も積極的に行ってお
り、学会参加や論文投稿も取り組んでいます。さらに当科医師を中心に院内
NSTとして活動しており、本年度から橋本をチェアマンとして週１で回診を
行い、入院患者の栄養状態と各病棟の看護師さんをチェックしております。
忙しい毎日ですが、夏には花火大会や盆踊り、秋にはフードバレーマラソン
といった地域のイベントにも参加しています。本年度は外科の月間収益過去
最高記録達成、Ｍ井の巨大鼠径ヘルニア修復術成功など心温まるニュースも
たくさんありました。次年度の目標としては北海道がん診療連携拠点病院指
定登録、鈴木研修医入局、松井結婚を３本柱として、外科一同、粉骨砕身の
努力を重ねていく所存です。写真上段左から許、橋本、永生、志智／下段左
から松井、阿部、鈴木（入局予定）。� （文責：志智　俊介）

帯広協会病院
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　当科のスタッフは赤坂嘉宣院長を筆頭に小池診療部長、田村腫瘍外科部長、
武田外科部長兼消化器外科部長、今、桑原呼吸器外科部長、小柳医師、坂本
医師、後期研修医の大槻医師の総勢９名です。
　病床数は病院全体では450床でそのうち外科（消化器一般外科、乳腺外科、
呼吸器外科）は55床ほどです。
　2014年の手術件数は732件で主な内訳は大腸138件、胃49件、乳腺91件、
肺103件、ヘルニア75件、胆石88例、虫垂切除80件などでした。肺切除は
桑原部長を中心に殆どの症例をVATSで行っています。胃切除もほぼ半数、
大腸切除も８割から９割、成人の鼠径ヘルニア、腹壁瘢痕ヘルニア、女児の
鼠径ヘルニア、虫垂切除も９割は鏡視下で行っており、特に胃、大腸に関し
ては大学から指導医の先生に来ていただき、各自が内視鏡外科学会技術認定
取得を目指してレベルアップに励んでいます。乳癌の手術は田村部長を中心
に行っており乳房温存率は約60％で最近は乳房再建にも力を入れています。
　また、当科の特徴としては血液浄化センターの管理も行っていることです。
現在、コンソールは24台あり、外来維持透析患者58名のほか、他の疾患に
対する加療目的に当院に入院している維持透析患者の管理のほか、バスキュ
ラーアクセス作成、シャントPTA、腹膜透析用カテーテル留置術なども手が
けております。当院は日本透析医学会教育関連施設に認定されており、当院
での経験症例は透析専門医取得のための実績となりますので外科（消化器、
乳腺、呼吸器）の研修はもちろんのこと、透析の研修も希望される若手外科
医をお待ちしております。� （文責：今　　裕史）

KKR札幌医療センター

渓和会江別病院 　渓和会江別病院は1988年に故品田佳秀先生が開院され、今年で27年目と
なります。外科スタッフは理事長の南田猛先生、今年院長に就任された大森
一吉先生、部長の野村克先生、佐々木彩実、４月赴任した小野仁先生の５名
です。江別市と近隣町村の急性期医療を担う病院の一つとして地域に貢献す
べく、日夜診療に励んでおります。
　外科の病床数は52で、2015年の全身麻酔手術件数は280例です。大腸癌
が43例、胃癌26例、胆膵悪性疾患９例、肝癌６例、食道癌４例、乳癌７例、
腎癌２例、肺癌２例の他、GISTや褐色細胞腫も１例ずつ経験し、胆石胆嚢
炎や急性虫垂炎、腸閉塞、鼠径ヘルニアなど非悪性疾患の手術も多く、透析
も行っていることから内シャント造設術や血管拡張術もあるなど、症例が豊
富であることが特徴です。鏡視下手術もやや遅ればせながら症例数が増えて
おり今後は機器の拡充等によりさらに積極的に取り組む予定です。また新棟
の増設により外来化学療法室が充実し、術前術後治療を含め総合的な診療に
携わることができます。
　救急医療も行っており、災害救急当番日の土日の当直では大学の諸先生方
に大変お世話になっております。臨床外科医として総合的な能力を鍛えるの
にとても良い病院です。今後とも皆様の御支援を宜しくお願い致します。
� （文責：佐々木彩実）
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札幌北クリニック

　当院は一般・消化器外科の推進、移植医療の展開、人工臓器開発と臨床応
用、高度先進医療技術の開発と実践を旗印に急性期医療施設として昭和60
年に開院されました。平成27年７月から新たに南棟が新築され、総病床数
は281床に増えました。外科を含め15の診療科があります。外科のスタッ
フは川村明夫、米川元樹、目黒順一、久木田和丘、小野寺一彦、堀江卓、飯
田潤一、服部優宏、土橋誠一郎、佐藤正法、巖築慶一の11名です。透析・
血管外科チームと一般・消化器外科チームに分かれて診療に当たっています
がお互いに協力し合っています。消化器外科は内視鏡外科を重点的に行っ
ており、Reduced Port Surgery、ロボット支援下手術も積極的に行って
います。また、透析関連では内シャント造設、血管グラフト留置、Blood 
Accessトラブルに幅広く対応し道内の多くの透析施設からの信頼を得てお
ります。
　当院の外科の人数が多いのではないかと思われる方もいると思いますが、
毎年、外科の手術件数は1200例前後で消化器系の全麻手術は300例程度で
す。局所麻酔とはいえ血管系の手術がほとんどを占める約900例という数字
は、実際はかなり過酷な数字です。スタッフも皆、確実に年齢を重ねており、
厳しい戦いが続いている状況です。しかし、それでも地域の皆さんから信頼
されて手術を依頼されることは幸せであると考え、日々奮闘しております。
今後ともよろしくお願いいたします。� （文責：服部　優宏）

　札幌北クリニックは、北区で透析専門クリニックとして開院以来40年以
上診療しています。現在の透析ベッド数は45床で、130名ほどの外来透析
患者さんを診療しております。常勤医師は院長、増子佳弘、顧問、大平整爾
の２名ですが、地理的に北大に近いこともあり、第一外科の諸先生や他科の
応援医師の方々に支えられております。
　スタッフはNs、CEの他、事務などのスタッフが約30名おります。
　2015年はシャントの局所麻酔手術を17件、主にエコーを使ったインター
ベンション治療を40件ほど行ないました。また、スタッフの管理体制を大
幅に変更し今後の透析医療に対応すべく各部門の変革を進めているところで
す。
　今後も第一外科の諸先生の応援をよろしくお願いします。
� （文責：増子　佳弘）

　2015年度は、教室からは高橋昌宏、高橋弘昌、石津、秦、高橋周作、田原、
柿坂、野口、石川（10月まで）、及川（11月から）と、田中（東京医大Ｓ
63年卒）、山上（旭川医大Ｈ５年卒）、久慈（自治医大Ｈ11年卒）、松本（旭
川医大Ｈ18年卒）、蓮実（杏林大Ｈ24年卒）の15名で診療しました。石川
は11月から岩見沢市立病院へ異動となり、11月から河北総合病院から及川
（慈恵医大Ｈ15年卒）が加わりました。及川は11月から北大第一外科に所
属しております。また、嘱託医として安達先生に乳癌検診を担当していただ
きました。
　特徴としては、甲状腺は高橋弘昌、乳腺は秦・田中、呼吸器は田中・蓮実、
胃は高橋周作・松本、大腸は山上・野口、肝胆膵は石津・田原・柿坂と臓器
別に中心となる医師を決め、専門性を高めて診療をしております。呼吸器、
胃、大腸に関しては鏡視下手術を多く行っているのも特徴です。肝胆膵や消
化管の症例が多いので、若い医師には執刀経験をつませ消化器外科専門医、
内視鏡外科技術認定医、日本肝胆膵外科学会高度技術技能医の育成も行って
いきたいと考えております。
　教室から武冨教授、川村先生、開成病院から高田先生、はまなす医院から
工藤先生に手術応援をしていただき、2014年の年間手術症例は1087件で
した。この場を借りてお礼させていただきます。� （文責：野口　慶太）

札幌厚生病院外科

札幌北楡病院
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士別市立病院 　当院は平成元年卒の山賀と三國の常勤医２名体制です。嘱託医として元副
院長の澤谷先生に週１回の外来と手術の手伝いをお願いしています。総病床
数150床のうち外科は30床で20-30の入院患者がいます。透析センターも
外科が担当しており58名の透析患者がいます。
　2014年の手術件数は238件、そのうち全身麻酔は127件と、前年より少
し増加しましたが、2015年は外来患者、入院患者の減少に伴い６割程度に
減少しそうです。
　現在上川北部では、道の方針に沿って、各市町村の医療の機能分担を協議
しているところですが、当院は名寄市立病院をセンター病院として、士別は
急性期を縮小、回復期と療養病床を増やす方向に舵を切っています。外科も
緊急手術、大きな手術は名寄や旭川の病院にお願いし、透析医療、小手術、
高齢者の総合診療、回復期リハビリ患者の管理、他科を含めた末期がんの緩
和医療が今後の主な診療内容になると考えています。
� （文責：山賀　昭二）

斜里町国民健康保険病院 　平成13年３月に当地に派遣されました。平成26年１月より、外科常勤医
が私、１名となりました。毎日外来、病棟とやりながら、手術もと思いまし
た。１年目：一時期、たまたま、消化器外科を経験した内科医がいたり、内
科に月２日非常勤で来ていた心臓外科医もいて彼らと全身麻酔の手術をしま
した。また、たまたま女満別の病院に、診察に来ていた前の大学の先輩に頼
んで、空いた１週の金曜日を全身麻酔の手術日に当てました。途中、道の地
域医療課より１週間の外科医の派遣あり。また、腰椎麻酔の手術は常勤の内
科医にもお願いし手術をしました。平成27年４月、道からの派遣も同じく
継続、心臓外科医も第１、４週の金曜日に来院。６月からは先輩が、第１、
４週火曜日に来院できることとなり、火曜の外来を予約患者15名で制限し
全身麻酔の手術日、金曜日は予約患者35名に制限し、腰椎麻酔などの小手
術日としました。急患は別です。私が、麻酔をかけ、手術、覚醒、術後の管
理をしました。手術機械も徐々に揃え、まず、どうしても欲しかったソノサー
ジを買い、電気メスがだめになり、どうせなら電気メス付サンダービートを
買った方が得と思い購入。15年以上使っている麻酔器の蛇腹が破損、交換
部品がなくドレガーの麻酔器を購入。術野の見えないドレガーの無影燈も
リースで購入。今、古いものは26年前の油圧式の手術台だけです。腹腔鏡
下手術のトレーニングモデルも購入（ポケットマネー）。結紮は難しいです。
今年９月からは彼の家庭の事情で救急医療、麻酔科、消化器外科も経験のあ
る医者が、月３週勤務、10月より全身麻酔の手術症例10例増加しました。
現在は彼が病棟管理をしてくれているため、ストレスがかなり取れました。
家庭の事情でわたしは３月で退職しますが、彼も私がいる３月まではいてく
れるそうです。斜里はいいところです。誰か、外科医が来てくれればいいと
思っています。15年間、楽しく過ごせました。派遣してもらった医局に感謝。
ありがとうございました。写真は、向かって左側が現在、助っ人にきてもらっ
ている古賀正和先生です。右が私です。医局での写真です。
� （文責：院長　石村　美樹）
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　外科スタッフ８名（三澤理事、大川、大島、奥田、皆川、葛西、寺崎、上
坂）と後期研修医２名で診療を行っております。病院全体の病床数747床の
うち、一般消化器外科として46床・乳腺外科として６床の計52床を任され
ております。
　４月に寺崎先生が赴任したことにより皆川・葛西・寺崎の年子トリオが完
成し、診療の面でも中心となっている感じです。
　ここ数年の手術件数は、全麻600-640件（緊急手術は150件前後）、腰麻
20-50件でしたが、2015年は後半に臨時手術が多くなり全麻700件に迫る
勢いです。最近の傾向としては、大川副部長が中心となって診療している乳
癌手術が増加しており、とくに形成外科と合同で行う一期的再建術が積極的
に行われております。また、４月から当院救急部専属の外科医が減った影響
で、同診療部から依頼の手術が増えています。
　主な手術の件数は、鼠径または大腿ヘルニア：成人50例前後（昨年度か
らTAPPを導入して半数がTAPPです）、小児20-30例、ヘルニアを除く小
児手術：10-20例、乳腺疾患：100例（上述したとおり増えています）、胃癌：
50例前後（腹腔鏡下は1/3）、大腸癌：100例前後（腹腔鏡下は６割程度）、
胆摘70例前後、肝切除30-40例（原発1/3程度）、PD10例前後、DP５例
前後です。また、他科からのCVポート留置の依頼を若手が一手に引き受け
ており、年間200近い件数となっています。
　今年11月に大きな病棟再編があり、当院にも遂に術後ハイケアユニット
が開設されました。今後ますます充実した周術期管理が可能になると期待し
ております。� （文責：大島　隆宏）

市立札幌病院　外科

　当院は総病床数190床の千歳市唯一の急性期総合病院です。外科病床数は
15床で昭和42年の開院以来第一外科の諸先輩方が勤務されており、本年度
は川向裕司、福島剛、安念和哉、谷安弘の４名で診療にあたっております。
　年間手術数は平均250件（全麻220～230件）で推移いたしておりますが、
一昨年から教室の先生方のご指導、ご助力をいただくようになり、徐々に鏡
視下手術の症例数が増加し、本年度は100例を超える症例数となりそうです。
　千歳市を含む南空知地区の救急医療の中心施設として365日24時間体制
で交通外傷や腹部救急患者の対応にもあたっており、昨年は216件の救急患
者の受け入れを行いました。
　小規模な病院ですので各診療科、各部門との風通しは良好で、緩和ケア、
皮膚排泄ケア、癌化学療法看護に加え、本年度からは新たに摂食嚥下認定看
護師、感染の認定看護師も加わり、いずれの分野においても外科が中心的役
割を果たしながら、病院理念である「より質の高い心あたたまる医療の実現」
を目指しております。� （文責：福島　　剛）

市立千歳市民病院
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　市立函館病院は、万延元年（1860年）「箱館医学所」として創立した北
海道初の官立病院で、26診療科、668床からなります。道南全域と下北半
島北部を診療圏とする地域の基幹病院で、診療対象人口は約50万人です。
地域がん診療連携拠点病院、災害拠点病院、臓器提供施設などの指定を受け、
平成27年からドクターヘリの運用が開始されました。
　医師数は126人（うち初期研修医27人）、消化器外科・乳腺外科は10名で、
うち５名が北海道大学第１外科、５名が弘前大学第２外科からの派遣です（平
成27年度から北大が５名に増員されました）。北大が肝胆膵、弘大が消化管
を担当し、若手はローテートします。手術数は年間800件前後で、３次の救
命救急センターを併設しているため、緊急・重症症例が多い傾向にあります。
　当院では、臨床研究を医療者の必須の業務と考え、病院が積極的に支援す
る体制が整っています。現在、「胃癌に対するセンチネルリンパ節生検の臨
床導入」などに取り組んでいます。2015年は、国際学会発表３題、日本外
科学会、JDDWなどの全国学会・研究会発表は24題でした。
　「多くの症例を経験したい」、「臨床研究にも取り組みたい」、さらに「専
門医などの資格を短期間で取得したい」という方には当院がおすすめです。
� （2015年12月14日）
� （文責：砂原　正男）

市立函館病院

（向かって左から）
前列：砂原、木村、植木
後列：田中（初期研修医２年目、平成 28年４月入局予定）、阪田（初期

研修医２年目、平成28年４月入局予定）、大野、坂本

　苫小牧市は札幌市から車で約１時間と道央圏には属しますが、夏は朝・夕
に霧の出る日が多く、気温も30℃を超えることは滅多にありません。しか
し、冬は比較的気候が良く、雪が積もることはあまりない地域です。人口は
約17万人で、周辺人口を含めると約20万人の医療圏です。北は安平町（早
来）～むかわ町（穂別）、東は新ひだか町（静内）、西は白老町辺りまでをカ
バーしています。苫小牧市立病院は2006年10月に新築移転し、今年で10
年目を迎えました。総病床数は382床（外科24床）で、診療科は18科です。
2015年度の診療スタッフは松岡院長、佐治副院長以下、広瀬、花本、藏谷、
金沢の計６名です。初期研修医は病院全体で計12名、その中、１名が交代
で当科へローテーションしています。2012～ 2013年度には麻酔科常勤医
が不在という影響もあって、2012年～ 2014年の手術件数は年間約400件
と低迷していましたが、2015年は11月末時点で430件とようやく回復の兆
しがあるようです。主な内訳は胃癌23例（腹腔鏡下８例）、大腸癌62例（腹
腔鏡下43例）、乳癌31例、肺癌14例（胸腔鏡下14例）、肝切除術11例（肝
癌８例、肝門部胆管癌２例、胆嚢癌１例）、PD９例、胆嚢摘出術80例（腹
腔鏡下70例）、虫垂切除術32例（腹腔鏡下30例）、鼠径ヘルニア56例（腹
腔鏡下28例）などです。� （文責：広瀬　邦弘）

市立苫小牧病院

　市立三笠総合病院は、高齢化が進む三笠市の基幹病院として、急性期から
慢性期に至る総合的な医療を提供し続けています。高齢化だけでなく、一人
暮らしの患者さんも多い状況のなか、外科は石黒敏史、羽田力、内藤昌明の
３名で、消化器癌を初めとする手術、術後化学療法のみならず褥瘡管理、熱
傷や外傷の治療、さらに療養やリハビリテーションにおよぶ、個々の患者さ
んの都合にも合わせた多くの業務に携わっています。2015年の手術件数は
全麻37例、腰麻13例で、大学の先生方のご協力により胃癌や大腸癌の鏡視
下手術も始めています。今後も最新の医療に追随するだけでなく、地域住民
の要望に対し、柔軟性を持って応えられる医療を目指したいと考えています。
� （文責：内藤　昌明）

市立三笠総合病院
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　市立稚内病院は、宗谷管内唯一の総合病院で、離島を含めた同地域の医療
をすべてカバーしております。診療は、菊地弘展（18年目）、三野和宏（15
年目）、沢田尭史（６年目）、坂本沙織（４年目）の４人で行っております。
　総病床数362床のうち外科は28床で、年間手術件数は250件前後とそ
れ程多くはありませんが、臨時手術施行率は本年４月から11月現在までで
44％に達しておりました。腹腔鏡手術施行率は、同期間内で胃75％（3/4）、
大腸53％（8/15）、ヘルニア48％（11/23）、虫垂73％（11/15）（カッ
コ内は症例数）でした。
　腹部外科以外にも血液透析患者の診療を兼任しており、約100名の患者に
対しシャントトラブル等の対応を行っております。
　地域がら不明死体への対応も多く、年間80件前後の検案業務を行ってお
ります。また、常勤の循環器内科医不在のため、循環器疾患が発生した場合
には各科で協力して搬送業務を行っております。ヘリは天候不良で飛ばない
ことが多く、陸路で搬送することが多くなっております（名寄まで片道２～
３時間）。
　以上のように多種多様な業務を行っておりますが、他科医師との連携が非
常に良好なため、手術に支障を来すことなく業務を行えております。
� （文責：三野　和宏）

市立稚内病院

　「新札幌聖陵ホスピタル」は、医療法人翔嶺館（理事長は佐竹博史先生）
の４病院の１つであり、医師は６名、非常勤医師が６名いる。平成27年に
従来の障害者一般病床41床に休止していた一般病床19床を再開して、計60
病床を有している。MR、CT、エコーやABIなどの短時間の正確な診断を可
能とし、地域の一般医療を幅広く担うほかに消化器病、肝臓、脳神経、など
の学会専門医を配した疾患別外来や脳、肝胆膵、消化管ドックや一般企業検
診を行い、数施設の訪問診療も皆で手分けして実施している。年間局麻件数
約120件、高気圧酸素室、透析室を有し、疾患別・訪問リハビリテーション
も今年度に開始した。また市内の施設ではごく限られているジェネテイック
薬剤の治験も数多く行われている。
　グループ内の病院は札幌優翔館病院、十勝の杜病院（幕別）、音更宏明館
病院（音更）などと他に３施設がある。そのほかにヘルスケアサービス関連
の施設を10施設有している。
　同門では十勝の杜病院には片山富美夫先生、当院には松久忠史先生がおり、
近隣の北辰・渓和会江別・北楡の各病院にはご厚誼をいただいている。また、
関連施設は休日当番などで教室にはお世話になっている。
� （文責：佐藤　直樹）

新札幌聖陵ホスピタル

　JCHO札幌北辰病院は地下鉄東西線新さっぽろ駅に隣接しており、厚別区
の拠点病院の一つとなっています。また清田区からの患者様も数多く受診さ
れ、札幌市以外では北広島、恵庭、長沼からも多くの方が受診されています。
2015年のスタッフは、佐々木院長、中川副院長、高橋、横山、旭、脇坂の
６名であります。病院全体の病床数は231床あり、そのうち外科は30床と
なっています。2015年の手術件数は12月中旬までで403件であり、内訳は
胃癌12例、大腸癌58例、肝癌16例、膵癌４例、胆道癌４例、乳癌29例、
胆石症48例、虫垂炎32例、小腸切除15例、鼡径ヘルニア80例、その他
107例で全体的に昨年より増加しております。また、当院では腹腔鏡手術に
力を入れており、腹腔鏡手術の割合は胃癌36％、大腸癌57％、肝癌38％、
胆石症83％、虫垂炎88％、小腸切除33％、鼡径ヘルニア30％となってい
ます。今後も地域医療拠点病院としての役割を果たすべく、質の高い医療が
できるよう取り組んでいきたいと思います。� （文責：高橋　　学）

JCHO札幌北辰病院
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　地域医療機能推進機構（JCHO）北海道病院となり２年目です。昨年、日
常臨床にはさほど影響はないと書きましたが、コメディカル（特にNs）が減っ
て病棟や手術室に多少支障がでました。最近ようやく回復傾向で落ち着きを
取り戻しています。外科は25床で、2014年度は数井啓蔵部長のもと、中西
一彰、正村裕紀、杉山昂、千田圭悟の５名で約400例の手術を行っています。
手術は例年どおり、ヘルニア、乳腺・甲状腺などの体表外科から下部食道か
ら直腸までの消化管、肝胆膵、肺とそれぞれの領域で良悪性ともにあり、バ
ランスが取れた内容でした。当科の特徴は若手にどんどん手術を執刀・経験
してもらうことで、今年度も12月現在でそれぞれ80例（杉山Dr）、100例（千
田Dr）となりました。内容も当初は皮切もぎこちなかった千田先生が、ヘル
ニア、アッペ、胆摘のほか幽門側胃切除や右半結腸切除（それぞれ開腹、ラ
パロともに経験）などを経験してもらいました。杉山先生は胃全摘、PD、
肝左葉切除などややアドバンスの症例を執刀してもらいました。内視鏡手術
は本年度も教室から毎週本間重紀先生に応援にきていただき、技術認定習得
を目標に指導してもらっています。本年度は正村先生にぜひ取得してもらい
たかったのですが、症例に恵まれずビデオ提出ができませんでした。今後も
引き続き、当科の内視鏡手術の定着、レベルアップのためにお願いしたいと
おもいます。当科の特徴として肺切除（VATs葉切除）がそれぞれ毎年30
～ 40例あることです。数井先生が主体となっていましたが、念願の呼吸器
外科専門医を取得した正村先生が積極的に執刀し、今後は呼吸器外科認定施
設をめざそうと考えています。肝胆膵手術（いわゆる高度技能手術）は、症
例も院内・院外から安定して紹介されております。
　外科医は手術ができることが基本だと思います。しかしそれ以外の技術・
知識（栄養・感染・緩和など）もしっかり勉強して、外科医・医者として大
切な人間性・倫理観を持って病気ではなく、患者さん全体をみられるような
医師を育てていきたいと思っています。
　ちなみに写真の２人の女性は外科が関係する２つの病棟の師長さんたちで
す。一緒に働きたいな－っと思われたらぜひ当院を希望してください。
� （文責：中西　一彰）

JCHO北海道病院

　静岡県浜松市南区に位置するすずかけセントラル病院外科　今井です。
鈴木　友己先生と自分で2013年４月から消化器外科として勤務し、３年目
となりました。2013年度の手術件数は116件（全身麻酔74件、全身麻酔
以外42件）、2014年度は157件（全身麻酔106件、全身麻酔以外51件）、
2015年度は11月までで122件（全身麻酔73件、全身麻酔以外49件）の手
術を施行しております。手術体制としては2015年４月からは麻酔科医が２
人常勤となり、さらに５月からは現在手術室が２室なのが３室に増築され、
毎日手術可能な状況になります。周囲の開業医からの紹介も徐々に増えてき
ており、少しずつですが手術件数を増やし、新しい人員の確保を合言葉に二
人で頑張っております。鏡視下手術の症例をさらに増やしていきたいと考え
ており、３人必要な場合の内視鏡手術は大学から応援に来ていただいて行っ
ております。また昨年度で日本外科学会、日本消化器外科の関連施設の認定
は取得しました。浜松は日照時間も日本で一番の長さで晴れた日が本当に多
く、運動にも適しております。このおかげで個人的にはIRONMANレース（ト
ライアスロン、スイム3.8キロ、バイク180キロ、ラン42キロ）を完走する
ことができました。夏は暑いですが、冬はめったなことでは雪が降りません。
タイヤも夏タイヤのままです。雪に飽きた先生にはとてもいいところだと思
います。� （文責：今井　　敦）

すずかけセントラル病院
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　2010年に新病院へ移転、がん診療拠点病院、地域救命救急センターとし
て救急疾患に24時間対応しています。2015年度のスタッフは田口宏一副院
長・横田良一・廣方玄太郎・加藤紘一・近藤享史の５名です。
　旧炭鉱地域のため、急速な人口減少と少子超高齢化が進んでいますが、そ
れ以上に周辺病院からの医療の集約化も進みつつあり、特に夜間休日の緊急
手術の割合が増加しています。
　消化器疾患（胃癌・大腸癌・食道癌・肝胆膵悪性疾患・胆石症・小腸）、
乳癌・鼠径ヘルニア・肛門疾患など、2014年手術件数は473件です。腹腔
鏡手術は腹部手術待機手術179件中150件（84％）、緊急手術でも150件中
73件（49％）に行っています。
　当院の特徴としてはほとんどの科がある、救急患者が多い・臨床研修医が
多いことがあげられます。救急外来は24時間受け入れ態勢で、１・２年目
の研修医が中心的役割を担っています。消化器内科専門医が少ないこともあ
り、腹部疾患は早い段階で、外科に診察依頼が来ることが多いです。
　当科の特色としては、がん温熱療法・緩和治療・進行直腸癌への集学的治
療・腹腔鏡手術の適応拡大と若手医師へのEarly exposureがあります。こ
れらのことを明確にする必要性から、12月より厚生労働省への診療科届け
出を、外科から消化器外科・乳腺外科・緩和ケア外科に変更いたしました。
� （文責：横田　良一）

砂川市立病院

　当院の外科は、井齋偉矢（院長、北大1975年卒）は現在関与しておら
ず、2015年４月から西原和郎（副院長、京都府立医大1981年卒）が赴任
し、本格的に手術が再開されました。急性期病棟は60床で、概ね10床前後
が外科症例です。手術件数は2015年４月１日から12月13日までで131件
（全麻79件、局麻52件）ですが、胆嚢摘出術や腸切除などの腹部手術より
も、大腿骨頸部等の骨折手術やアキレス腱断裂手術などの整形外科領域の手
術の方が多くなっています。軽種馬の産地であることから、風土病とも言
える馬外傷（高エネルギー外傷）が年間80件以上も発生する地域であり、
30％を超える高齢化率を示しており転倒による骨折も頻発する地域として
は、整形外科の手術が普通にできることは、非常にありがたい状況です。も
ちろん、消化器外科手術症例も徐々に増えてきて、far advancedのみなら
ずcurative operationのできる症例が多くなってきています。当院はまた、
院長の井齋が提唱する、古典的思考法を一切排除した「サイエンス漢方処方」
研修のメッカであり、全国から研修のために医師が集まっています。特に漢
方研修では、救急と急性期疾患が対象になっています。救急・一般外科・整
形外科を網羅した「総合外科」と「サイエンス漢方」が当院の売りです。写
真は、西原和郎副院長。� （文責：井齋　偉矢）

医療法人静仁会　静仁会静内病院

　外科の平均年齢を大幅に下げてくれた川俣先生はオーストラリア留学のた
めこの11月初旬に病院を離れた。
　彼は何事にも積極的でかつspeedyだ。十二指腸に浸潤している高齢者の
大腸がん患者、術後の合併症もなく自宅に帰れるまでにrecoverさせた。明
るく、陽気であり看護師さんやリハビリスタッフに人気があった。
　その後は石川、湊、相山先生がやや変形的な１週間交代ではあるが、明る
く、フットワークもよく、手術から認知症患者のケアーまで幅広くサポート
してもらっている。１外科同門の川上理事長は往復４時間以上かかる同じ法
人である昆布温泉病院に週２回通い、地域医療に貢献している。壇上先生の
vitalityは衰えを見せるどころか、さらに拍車がかかり、365日、回診を欠
かしたことはない。院長の草野は親子以上の年齢差がある若手外科医にサ
ポートされ、手術、外来そして病棟回診、さらには医師会そして飲み会と少
し過活動気味である。肝がんに対する切除、TAE、肝動注も症例を選んで実
施している。
　現在、病院の経営状態が芳しくなく、悩みも多いが、この10月には整形
外科が再開し、外来患者、手術症例も増えてきており、経営も回復の兆しが
見えてきた。教室のさらなる支援を切にお願いいたします。
� （文責：草野　満夫）

医療法人社団　静和会静和記念病院　外科

上段左より：川上理事長、川俣先生（オーストラリア、FBより）、湊先生、相山先生
下段左より：石川先生、壇上先生、草野先生
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　消化器外科Ⅰ関連病院の中で最東端にある病院ですが、病院から車で10
分の所に中標津空港があり、札幌へは１日３便、東京にも１日１便の運航が
あるため都会へのアクセスは非常に良いです。当院は199床の病院であり、
地域中核病院・災害拠点病院の役割を担っております。
　外科は長渕院長（Ｓ51卒）、中川副院長（Ｓ61卒）、大畑医長（Ｈ18卒）、
柴田医員（Ｈ24卒）の４名を中心に、平日は宇根先生（Ｓ46卒）にも診療
応援をして頂きながら年間200件弱の手術を行っております。
　当院の特徴として、最隣の大都市である釧路までは100km近く離れてい
ることからあらゆる緊急・救急疾患に平休日問わず対応できるような体制を
確立していることです。また、若手医師に数多くの手術を経験してもらうに
は最適の環境であり、柴田先生は卒後４年目ながら数多くの臨時・緊急手術
もさることながら高位前方切除・胃全摘など難易度の高い手術も執刀してお
ります。最近では大学の消化管Ｇの先生方の指導下で腹腔鏡手術も積極的に
導入し、年間手術件数は少ないながらもクオリティの高い手術を提供してお
ります。
　やる気に満ち溢れた若手の先生方是非お待ちしております。
� （文責：大畑多嘉宣）

町立中標津病院

スタッフ：山本浩史、中山雅人、大場豪の３名です。昨年まで６名体制でし
たが、４月より３人となりました。また、来年度より当院で初期研修をした
海老沼翔太が外科医として後期研修予定です。
病床数：260床（外科38床）
年間手術件数：2015年で成人約220、小児約290を数えています。
病院の特色および注力分野：病院の特色として周産期母子医療センターがあ
り、産科・小児科・NICU科が充実しています。小児外科では産科やNICU
科・小児科と連携し母体搬送や新生児・小児のヘリ搬送なども全道各地から
受け入れています。また、ヘルニアセンターを立ち上げたため、鼠径ヘルニ
ア・臍ヘルニア症例が徐々に増えてきている状態です。外科医数が半分にな
り、個々の仕事量は倍増しましたが、手術件数や患者数は昨年と同水準を維
持できています。特に小児外科は本年すでに280件を数えており、2003年
開設以来最大の手術件数になりました。
　臨床研修にも力を入れており、今年度６名、来年度も６名とフルマッチで
初期研修医を迎え入れる予定です。� （文責：大場　　豪）

天使病院

　当院は、社会福祉法人北海道社会事業協会が設置する７病院（函館、小樽、
余市、岩内、帯広、富良野、洞爺）の一つとして、昭和５年に創立された歴
史と伝統のある病院で公的病院に指定され、地域医療に貢献しており周辺住
民の方々に大変親しまれております。
　当地は洞爺湖、有珠山、昭和新山等有す道内屈指の観光地であり、国内は
もとより海外からの観光客も多く、救急告示病院として24時間診療してい
る救急外来にも多数受診し、国際色豊かな病院となっています。
　診療科は、内科、外科、整形外科、リハビリ科、泌尿器科、小児科、麻酔
科、歯科口腔外科で、北海道大学、札幌医科大学の関連施設（北海道地域大
学循環型専門研修プログラム関連教育病院）となっています。
　外科スタッフは２名で、科を問わず何でも診るようにしています。外科全
麻件数は年間60から70例で腸切始め鏡視下手術を積極的に取り入れていま
す。血液透析も外科で管理しており、シャント手術、PTAとも当院で完結し
ております。年々患者数が増加している周辺地域の期待に答えるべく、透析
ベッドを拡充し現在25床で約90人前後の透析患者さんの治療をしています。
　外科に限らず幅広く知識と技術を身につけたい伸び盛りのあなたには最適
の病院だと思います。� （文責：青木　　茂）

洞爺協会病院
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　消化器外科と透析を担当しています。
　消化器外科は、平成19年卒水上先生が中心になって切り盛りしています。
水上先生を肝移植チームの腰塚先生、川村先生、財津先生が交代で補佐し、
さらに月曜日には崎浜先生、水曜日には後藤先生、若山先生らが手術の指導、
援助に来てくれています。有難うございます。
　昨年度、術後合併症で死亡する症例があり、現在手術例が減少しています。
患者さんの信頼を再度得ることが出来るように、水上先生を軸に外科を盛り
たてていきたいと考えています。
　透析部門は、熊谷先生、櫛田が主に担当しています。苫小牧市内のセンター
的な役割を担っておりシャント手術、PTA治療と毎日激しく楽しんでいま
す。
　外科がきちんと機能しなければ、透析も成り立たないと考えています。
� （文責：櫛田　隆久）

医療法人社団養生館苫小牧日翔病院　外科

　当院は1982年の開業以来三十有余年に渡り急性期医療に尽力した河西先
生が本年３月末をもって理事長を退任し、名誉院長となりました。代わりに
上井が理事長と院長を兼任しています。
　今まで外科・内科・大腸肛門外科と透析治療をしていましたが、本年５月
で透析治療を終了しました。７月よりリハビリを開始して、提携する整形外
科病院からの術後患者さんのリハビリを始めました。
　本年４月から一週間交代で第一外科から大学院生の応援を頂き、診療を続
けましたが、６月から小丹枝先生を迎え、上井・山田とともに３人で外科診
療を担当しています。
　当院の特徴は地域に密着した医療を提供していることです。そのため大病
院が断るような施設入所中の寝たきり高齢者等の消化器疾患を受け入れ、手
術を行うことも多々あります。
　手術は大小様々 300件程度で、全身麻酔が150件程です。腹腔鏡ででき
る可能性のあるものはトライするというポリシーがあり、ラパロ率はかなり
高いです。虫垂炎はほぼ全例、ヘルニアも多くはラパロで施行しています。
　悪性疾患は依然と比べると減りましたが、これも教室の応援を借りながら、
積極的にラパロでやっています。腸閉塞やPEG困難例にも積極的に腹腔鏡
を活用していますので若き外科医にはやりがいがあると思います。
　虫垂炎・ヘルニアとともに外科の基本である肛門疾患は関連病院の中では
多く手掛けています。痔核に対してはALTAと切除術を組み合わせた手術法
を中心に行っています。そのほか外科診療所的な粉瘤や陥入爪、痔核血栓除
去術など外来手術も多く扱っています。
　今後も地域医療に貢献すべく日々の診療を続けていくつもりです。
� （文責：上井　直樹）

西さっぽろ病院　外科
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・�篠路はまなすクリニック（札幌市北区）：院長　工藤岳秋（74期）、会長　
工藤謙三（46期）、栗林　弘（45期）

・はまなす医院（石狩市花畔）：院長　工藤　立史（北大第２内科同門）

　透析サテライトだった篠路はまなすクリニックを増築し、平成27年４月
から有床診療所として入院・手術・一般外来を行っています。内視鏡・マル
チスライスCTなどの検査機器と腹腔鏡手術の設備を整え、消化器外科にも
積極的に取り組んでいます。平成27年の全麻手術件数（12月12日現在）は
70件、そのうち消化器関連は胃切除、結腸切除、胆嚢摘出、虫垂切除、鼠
径ヘルニアなど25件でした。札幌市中心部から離れており入院可能な病院
が周辺に少ない地域です。これからもニーズに応えていきたいと思います。
血液透析患者は150名を数え、シャント関連手術も増加しています。
　はまなす医院は無床診療所となりましたが、こちらも50名超の血液透析
患者の加療とともに一般外来を行っています。透析室は現在26床ですが、
増築・増床を計画しています。
　両院とも第一外科医局から出張医を派遣していただいております。今後と
も医局、同門の皆様の御指導を賜れれば幸いです。
� （文責：工藤　岳秋）

医療法人はまなす

　当院は西胆振医療圏で唯一の「地域がん診療連携拠点病院」としてがんの
早期発見・早期治療を、「地域周産期母子医療センター」として母体と新生
児の安全と、「災害拠点病院」として地域の安全に向け、西胆振地域の急性
期医療の一翼を担っております。
　病院全体の病床数は479床で、このうち外科の病床数はとくに決まってお
りません。
　2014年の手術件数は550件で、消化器・呼吸器・乳腺などの手術に加え、
透析患者さんのブラッドアクセスの手術もおこなっております。
　外科は勝木良雄理事長（Ｓ48卒）のもと、益子博幸（Ｓ61卒）、高田譲二（Ｓ
63卒）、喜納政哉（Ｈ10卒）、本間友樹（Ｈ19卒）、木井修平（Ｈ22卒）が
勤務しております。また月に２回天使病院の山本浩史先生（Ｓ61卒）が小
児外科の外来・手術の応援に来ていただいております。
　当院には歯科口腔外科医が５名おり、周術期や化学療法・放射線療法時の
口腔ケアーを実施することで、合併症の予防に役立っております。どの科も
医師不足ですが、初期臨床研修医の教育に力をいれており、2016年度は６
名フルマッチングしました。研修医も貴重な戦力となっております。
　病院の理念である「医療人として組織として社会に貢献する」を胸に、よ
りよい医療を提供したいと考えております。� （文責：益子　博幸）

日鋼記念病院

写真は、後列左より柳谷院長、勝木理事長、益子。前列左より本間、木井、
研修医笠原、喜納です。高田は不在でした。

　恵み野病院の外科スタッフは中村貴久副院長、津田一郎、林俊治、森田恒
彦の４名で全員外科一筋のベテランで、あぶらがのりきっています。症例数
ですが、恵庭市の基幹病院として信頼を得て年間約350の全身麻酔手術を
行っています。恵み野は札幌のベットタウンとして比較的若い町として発展
してきましたが、高齢化の影響で年々患者の年齢は上がってきています。
80歳を越える患者に対し、如何に根治的かつ安全な手術を行うかが、喫緊
の問題だとよく感じます。『患者さんに優しい手術』として始まった胃大腸
外科に対する腹腔鏡手術も、ほぼ安定期を迎えています。あまり知られてい
ませんが、恵み野のユニークなところは学会活動です。過去５年に学会発表
26回、刊行論文12編を数えます。その業績により受験資格を得て、外科学
会指導医２名、消化器外科専門医３名、消化器病専門医１名、肝臓病専門医
１名、透析学会指導医１名が生まれました。忙しさの合間に学会準備をする
諸先生のがんばりに資するものでしょうが、病院側からも学会活動や専門医
習得に対し厚い補助があることも一助となっています。いかがでしょうか？
興味を持った先生はぜひ恵み野病院へ来てください。お待ちしています。
� （文責：津田　一郎）

北晨会恵み野病院
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　北海道医療センターは27診療科、病床数500床で、一般410（救急
30）、精神40、結核50床で構成されています。３次救急の急性期から神経
難病、結核などの慢性期疾患まで幅広く対応し、さらに精神科身体合併疾患
など特殊な診療も担当しています。現在外科・呼吸器外科は北大第１外科と
北大循環器・呼吸器外科と共に診療しております。外科の病床数は35床で、
３階の外科・腎臓病センターにあります。平成26年の手術件数は506（全
麻421）件でした。急性疾患が多く、臨時手術は全体の約20％を占めてお
ります。急性虫垂炎、鼠径ヘルニア、胆石、急性腹症などの症例が多いのが
特徴です。さらに、医局からの診療応援もあり、内視鏡下手術は次第に向上
し、手術数全体の中でその占める割合も増加してきております。
　また、当院は平成27年３月27日付をもちまして北海道がん診療連携指定
病院に指定されました。今後は一層がん診療にも力を入れていきます。
　一方、国立病院機構八雲病院（筋ジストロフィー、重度心身障害者）の機
能移転が決まり、数年後は当院と函館病院に患者が移ることになりました。
北海道医療センターは今後も変革を続けていく予定です。
� （文責：伊藤　美夫）

北海道医療センター

　当院は明治29年12月第七師団の病院として開設されています（札幌衛戍
病院→札幌陸軍病院）。終戦時には350床の病院でした。終戦後引き続き厚
生省の管轄となり昭和20年12月国立札幌病院（450床）の名称になってい
ます。また昭和43年に道より「北海道地方がんセンター」の附設（550床）
を依頼されました。ご存じのとおり平成16年に独法化して北海道がんセン
ターとなりました。
　さて当科は外科の中にありましたが、平成10年４月近藤が呼吸器外科医
長を拝命し、それ以来単科として活動しています。肺癌、縦隔腫瘍、小児疾
患の胸腔鏡手術を開発したことから初年度120例位の症例数から現在は全麻
で250例を超す症例を手術しています。平成27年度から専門医の安達大史
医長、有倉　潤医長も第１外科同門となりました。他に医員２名在籍し、５
名で診療しています。基本は２人で手術をしており、色々な器具とテクニッ
クを開発してきました。20の地域のがん拠点病院では約半数が第１外科の
ジッツですが、専門医がいないところが大多数を占めます。乳腺とともに改
善していかないと全国はもちろん地域的にも遅れていくと考えています。是
非呼吸器外科もやりたい方は教授に言ってください。最後に現在同地に新病
院建替を予定していて、今年度は基本設計を行っています。５年後位には新
病院が完成する予定です。� （文責：近藤　啓史）

北海道がんセンター呼吸器外科

左から水上　泰、安達大史、近藤啓史、有倉　潤、上田宣仁
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　当科のスタッフは６名ですが、第一外科の同門は４名です。残りは第二外
科同門医師と新潟大学からご主人の都合で2016年３月まで当科に出向され
ている医師の２名で、いずれも女性医師です。2015年５月に北大乳腺外科
から山本貢が着任し、当科から馬場基が北大乳腺外科に異動しました。
　乳腺に特化して診療しており、原発乳癌手術症例を年間320症例施行して
おり、乳房切除術の20-30％に形成外科と合同で一次再建を施行しています。
遺伝性乳癌卵巣癌症候群に対して自費診療で３例リスク低減乳房切除術を施
行しました。乳腺外科病床は30床あり、全道から再発乳癌治療も依頼され
ています。外来は毎日行っており、一日平均90名の患者を診ています。また、
治験や医師主導臨床試験に関しては日本有数の症例登録を行っています。
　癌と確定診断されていない検診等で精査となった方も受診可能です。患者
にメリットのある先進的な治療選択を提示できますので、乳腺に関わる患者
であれば、お気軽にご相談・ご紹介下さい。
　この写真は秋に医師、看護師、CRCなどチームのメンバーと家族で定山
渓に一泊旅行をした時の写真です。子供と一緒にみんなでゲームやカラオケ
などをして楽しみました。� （文責：高橋　將人）

北海道がんセンター乳腺外科

　私共の施設は、2000年代初頭に国立札幌病院から北海道がんセンターへ
改称し、現在へ至っています。乳腺外科と呼吸器外科が独立していますので、
純粋に消化器外科の悪性腫瘍手術中心の診療を行っています。ほとんどが消
化器のmajor手術です。近隣施設には、急性腹症・虫垂炎・胆石、等もいつ
でもwelcomeですよ、と事あるごとにアピールしているのですが、がん以
外の疾患の割合はかなり低くなっています。
　本業の癌手術は年間で、胃50-70件、大腸癌80-100件、肝切除（原発+
転移）20-30件、胆膵10-20件、食道癌数件程度で微増の状況です。当科の
特徴として、他科（婦人科、泌尿器科、等）との共同拡大手術、癌性イレウ
ス等に対する症状緩和手術がそれぞれ年間20-30件程度あるのが特徴です。
近隣に大病院が多い激戦区のなかでも少しずつ手術件数を増やしています。
　手術は少ない出血量で、郭清のきちんとした質の高い手術を実践するよう
努めています。腹腔鏡手術は結腸癌はbulkyなもの以外はほぼ全例を適応に
しています。胃癌については原則早期胃癌から、進行癌へ適応を広げつつあ
ります。
　現在のトピックスは、2015年11月からダビンチシステムを使用した胃癌
に対するロボット支援手術を開始しました。病院から研究費を出していただ
いて臨床研究として行っています。日常診療になるにはまだ多くのステップ
があると思いますが、これからも慎重にこの新しい手術に取り組んでいきた
いと思います。
　研究・学術活動も積極的に行っており、2015年は３編の英文論文が当科
からacceptされました。以下のような項目については継続的に全国学会に
発信しており、シンポジウム等上級演題・国際学会での発表機会も多くなっ
ています。
・�大腸癌集学的治療（Conversion肝転移切除、肝肺転移切除、Repeat肝
転移切除、等）

・胃癌NAC後の外科治療
・3D-CT画像ナビゲーションによる腹腔鏡下大腸癌手術
・癌性イレウス等に対する症状緩和手術
　これらの学術活動を行うにはData baseの充実が不可欠であり、Data 
baseの整備に時間をかけています。国立札幌病院のころのパンチカードの
時代からの受け継がれている自分達のデータで発表するというスタイルを大
切にしています。この伝統を大切にしつつ今後とも、臨床・研究活動に精力
的に取り組みたいと考えております。� （文責：前田　好章）

北海道がんセンター消化器外科
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　北海道対がん協会札幌検診センター外科（乳がん検診部門）の固定医師は
１名、病床も手術もありませんので、簡単に乳がん検診の現況を報告させて
いただきます。
　札幌検診センターでの検診数は年間約３万例、道内各地で行われるバス検
診は約２万５千例です。センターは午前２診、午後１診で行っており、北大
第一外科、乳腺外科、関連病院の先生方にご協力をいただいています。それ
に加え、バス検診においては札幌医大、旭川医大等の先生方にもお手伝いを
していただいています。
　2016年度から厚生労働省の指針がかわり、視触診がなくなる方向のよう
です。未だ詳細は不明ですが、バス検診の負担がかなり軽減されると予想さ
れます。� （文責：池田由加利）

北海道対がん協会

スタッフ数：2.4名（同年齢の嘱託医師２名と週１日の医師２名）
病床数：60床のうち外科は24床
年間手術件数：全身麻酔０
　　　　　　　腰椎麻酔０
　　　　　　　局所麻酔150件
病院の特色：
　平成28年１月１日の森町の人口は、16,592人です。そのうち65歳以上
の方は5,616人で、高齢化率は33.9％です。森町国保病院を訪れる受診者
も高齢の方が中心です。
　内科医２名、総合医１名、外科医２名の計５名が固定医です。その他、週
２回の整形外科医、週１回の泌尿器科医、週１回の応援医師がいます。以上
の陣容で、入院・外来・救急を支えています。
　救急車は年間1000台で、一日平均３台です。医療機器としては、MRI・
CT・一般撮影・マンモグラフィー・US・骨密度計が稼働しています。病床
稼働率は72％前後で経過しています。
特に力を入れている分野：
　血管疾患に興味をもっています。
　　胸部：解離性大動脈瘤
　　腹部：腹部大動脈瘤
　　　　　総腸骨動脈狭窄症など
　診断のついた方は函館市内の心臓血管外科の先生に紹介しています。
� （文責：川崎　和雄）

森町国民健康保険病院
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　早いもので、2015年度も終わろうとしています。振り返ってみますと、本年報の準備を始

めたのは2015年10月の事でした。今年の年報は、昨年より早めの発刊を目指し、準備も早め

に開始致しました。大学教室員、大学院生、関連病院、留学生の先生方、秘書、実験助手、クラー

クの皆様に原稿の執筆をお願いさせて頂きました。日常業務で多忙中にも関わらず、皆様方の

ご協力により、無事３月に発刊させて頂けることを安堵しております。また、宮城久之先生、

秘書の小原美都様のご尽力もあり、昨年よりも更に一歩進んだ年報に仕上げることが出来まし

た。心より感謝致しております。来年度は、編集長を宮城先生にお願いすることになりますが、

この年報には皆様方のご協力が不可欠です。日々お忙しいとは存じますが、来年度も読み応え

のある原稿を執筆して頂けます様、宜しくお願い申し上げます。また、より魅力的な年報にす

るために、忌憚のないご意見を賜れれば幸いです。２年間、有難うございました。

（文責：吉田　雅）
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